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博 士 学 位 論 文  

 

内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 病 態 と 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

 

 

要 旨  

 

 近 年 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 を 基 盤 と し て 複 数 の 異 常 が 重 な っ た 状

態 を メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム と 称 し 、 動 脈 硬 化 心 血 管 疾 患

の リ ス ク を 高 め る こ と か ら 問 題 視 さ れ て い る 。 2 0 0 8 年 4 月

よ り 厚 生 労 働 省 は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 概 念 を 取 り 入

れ た 特 定 健 診 ・ 保 健 指 導 の 実 施 を 保 険 者 に 義 務 付 け た 。 そ の

保 健 指 導 の 担 い 手 と し て 管 理 栄 養 士 が 挙 げ ら れ て お り 、 管 理

栄 養 士 が 保 健 指 導 を 行 う 機 会 が 増 え て い る 。 こ れ に 際 し 、 内

臓 脂 肪 型 肥 満 に 関 わ る 栄 養 学 的 な エ ビ デ ン ス の 蓄 積 が 求 め ら

れ て い る 。 し か し な が ら 、 詳 細 な 栄 養 摂 取 量 を 定 量 的 に 評 価

で き る 栄 養 調 査 を 実 施 し 、 身 体 計 測 値 や 血 液 検 査 値 な ど の 健

診 デ ー タ と 突 合 し て 、 総 合 的 な 評 価 ・ 検 討 を 行 っ た 研 究 は 少

な い 。 ま た 、 先 行 研 究 の ほ と ん ど は 、 肥 満 者 あ る い は メ タ ボ

リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 症 例 と 正 常 者 の 食 事 内 容 を 横 断 的 に 比 較

検 討 し た も の で あ る 。 同 一 対 象 者 に 対 し 、 経 年 的 に 食 事 調 査

を 含 め た 健 診 を 実 施 し 、 メ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 、 あ る い は 内

臓 脂 肪 型 肥 満 の 合 併 症 が 改 善 あ る い は 悪 化 し た 症 例 で 、 ど の

よ う に 身 体 計 測 値 、 血 液 検 査 値 、 栄 養 摂 取 量 な ど が 変 化 し た

か に つ い て の 研 究 は ほ と ん ど み ら れ な い 。  
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わ れ わ れ は 2 0 0 6 年 よ り 職 域 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム

健 診 時 に 食 物 摂 取 頻 度 調 査 法 （ F F Q） に よ る 栄 養 調 査 を 継 続

し て 実 施 し て き た 。 こ れ に よ り 、 健 診 デ ー タ で あ る 身 体 計 測

値 、 血 液 検 査 値 、 画 像 診 断 な ど の 結 果 と 詳 細 な 栄 養 摂 取 状 況

を 総 合 的 に 検 討 し ・ 評 価 す る と と も に 、 複 数 回 受 診 者 に つ い

て は 経 年 的 な 身 体 状 況 と 栄 養 摂 取 状 況 の 変 化 を 検 討 す る こ と

が 可 能 と な っ た 。 本 研 究 で は 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 お よ び 内 臓 脂

肪 蓄 積 に 伴 う 病 態 ・ 合 併 症 の 発 症 に 関 連 す る 栄 養 学 的 特 徴 を

明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て 、 以 下 の ４ つ の 研 究 を 実 施 し

た 。  

［ 研 究 1］ 腹 部 C T 検 査 に よ り 得 ら れ た 内 臓 脂 肪 面 積 （ V FA）

を も と に 、内 臓 脂 肪 蓄 積 が 血 圧 、耐 糖 能 異 常 、脂 質 代 謝 異 常 、

高 尿 酸 血 症 、 脂 肪 肝 な ど の 発 症 に 与 え る 影 響 に つ い て 検 討 し

た 。   

［ 研 究 2］某 健 診 セ ン タ ー の 受 診 者 を 対 象 に 、健 診 時 に 食 事 調

査 と 腹 部 C T 検 査 が 実 施 で き た 者 を 対 象 に 、B o d y  M a s s  I n d e x  

( B M I )と 内 臓 脂 肪 面 積（ V FA）に よ っ て 診 断 し た 内 臓 脂 肪 型 肥

満 者 の 栄 養 摂 取 状 況 に つ い て 非 肥 満 者 を 対 照 に 比 較 検 討 し た 。

ま た 、 同 一 の 対 象 者 を メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 診 断 基 準

で 群 分 け し 、 栄 養 摂 取 状 況 に つ い て 検 討 し た 。 さ ら に 、 内 臓

脂 肪 蓄 積 を 反 映 す る 指 標 と し て 汎 用 さ れ て い る ウ エ ス ト 周 囲

長 、 お よ び 動 脈 硬 化 の 発 症 に 関 与 し て い る と 考 え ら れ て い る

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と 内 臓 脂 肪 面 積 （ V FA） と の 関 連 に

つ い て も 検 討 し た 。  

［ 研 究 3］某 企 業 の 健 康 診 断 時 に 栄 養 調 査 を 実 施 し 、当 該 職 域
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に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 頻 度 、 病 態 と 栄 養 摂 取

状 況 に つ い て 検 討 し た 。  

［ 研 究 4］ 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 肝 臓 に お け る 合 併 症 で あ る 非 ア

ル コ ー ル 性 脂 肪 性 肝 疾 患（ N A F L D）に 関 し て 、2 0 0 7 年 に 非 ア

ル コ ー ル 性 脂 肪 性 肝 疾 患 と 診 断 さ れ た 者 の う ち 2 0 1 2 年 に 脂

肪 肝 が 改 善 し た 者 と 改 善 し な か っ た 者 に つ い て 、身 体 計 測 値 、

血 液 検 査 値 、 栄 養 摂 取 状 況 を 解 析 し 、 脂 肪 肝 改 善 の た め の 食

事 療 法 を 含 め た 生 活 習 慣 改 善 法 に つ い て 検 討 し た 。  

 

【 方 法 】  

某 健 診 セ ン タ ー の 健 診 受 診 者 を 対 象 と し た 。 測 定 項 目 は 、

身 体 計 測 （ 身 長 、 体 重 、 B o d y  M a s s  I n d e x（ B M I）、 ウ エ ス ト

周 囲 長 、 収 縮 期 血 圧 、 拡 張 期 血 圧 ）、 血 液 検 査 （ 空 腹 時 血 糖 、

グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c （ H b A 1 c ）、総 コ レ ス テ ロ ー ル 、H D L

コ レ ス テ ロ ー ル 、 L D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ グ リ セ リ ド 、 尿

酸 、A S T、A LT、γ G T P、総 ア ミ ラ ー ゼ 、ア デ ィ ポ ネ ク チ ン ）、

画 像 診 断 （ 腹 部 C T に よ る 内 臓 脂 肪 面 積 の 測 定 、 腹 部 超 音 波

検 査 に よ る 脂 肪 肝 の 診 断 ） を 実 施 し た 。 栄 養 摂 取 状 況 の 評 価

は 、食 物 摂 取 頻 度 調 査 ( F o o d  F r e q u e n c y  Q u e s t i o n n a i r e：F F Q )

（ シ ス テ ム サ プ ラ イ 社；食 物 摂 取 頻 度 解 析 シ ス テ ム Ve r. 1 . 2 1）

に よ り 1 3 1 項 目 か ら な る 自 記 式 質 問 紙 を 用 い て 実 施 し た 。  

 

【 結 果 】  

［ 研 究 1］ 内 臓 脂 肪 型 肥 満 と そ の 合 併 症 の 検 討  

2 0 0 1 年 に 某 健 診 セ ン タ ー に お い て 腹 部 C T 検 査 を 含 め た 職
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域 健 診 を 受 診 し た 3 7 6 例 を 対 象 に B M I と 内 臓 脂 肪 面 積（ V FA）

に よ り 群 分 け を 行 い 、身 体 計 測 値 、血 圧 、空 腹 時 血 糖 、H b A 1 c 、

総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ グ リ セ リ ド 、

尿 酸 、A S T、A LT、γ G T P、ア ミ ラ ー ゼ に つ い て 比 較 検 討 し た 。

B M I＜ 2 5 ･V FA＜ 1 0 0 c m 2 は 1 3 4 例 、 B M I＜ 2 5 ･V FA≧ 1 0 0 c m 2

は 1 0 2 例 、 B M I≧ 2 5 ･V FA＜ 1 0 0 c m 2 は 2 7 例 、 B M I≧ 2 5 ･V FA

≧ 1 0 0 c m 2 は 11 3 例 で あ っ た 。内 臓 脂 肪 型 肥 満 患 者 で は 体 重 、

B M I、収 縮 期 血 圧 、拡 張 期 血 圧 、空 腹 時 血 糖 、総 コ レ ス テ ロ ー

ル 、 ト リ グ リ セ リ ド 、 尿 酸 、 A LT が 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 一

方 、 肝 C T 値 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 ア ミ ラ ー ゼ は 有 意 に 低

値 で あ っ た 。 女 性 と 比 較 し て 男 性 肥 満 者 で は 内 臓 脂 肪 型 肥 満

の 頻 度 が 高 か っ た 。肥 満 患 者 の う ち B M I に よ っ て 判 定 し た 肥

満 者 よ り 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 に 糖 代 謝 異 常 、 高 尿 酸 血 症 を 認 め

る 頻 度 が 高 か っ た 。 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 で は 生 活 習 慣 病 の 発 症

頻 度 が 高 く 、 糖 尿 病 の 合 併 症 の 発 症 に 十 分 留 意 す る 必 要 が あ

る 。  

 

［ 研 究 2］ 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 発 症 と 栄 養 摂 取 状 況 の 関 与 を 明 ら か に す る

た め に 、2 0 0 6 年 1 2 月 ～ 2 0 0 7 年 3 月 に 全 国 土 木 建 築 国 民 健 康

保 険 組 合 中 部 健 康 管 理 セ ン タ ー に お い て 腹 部 C T 検 査 に よ る

内 臓 脂 肪 面 積 測 定 が 実 施 で き た 健 診 受 診 者 、 男 性 1 3 3 名 （ 3 8

～ 7 9 歳 ）、 女 性 3 5 名 （ 4 3～ 7 2 歳 ） の 計 1 6 8 名 を 対 象 と し 、

身 体 計 測 、 血 液 生 化 学 検 査 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 測 定 、

お よ び 栄 養 調 査 を 実 施 し た 。 栄 養 調 査 は 1 3 1 項 目 か ら な る 自



5 
  

記 式 質 問 紙 を 用 い た 食 物 摂 取 頻 度 調 査 （ F F Q） に よ り 実 施 し

た 。（ １ ） 内 臓 脂 肪 面 積 （ V FA） と B M I に よ り 群 分 け を 行 う

と 、 ① V FA＜ 1 0 0 c m 2 ＋ B M I＜ 2 5（ 対 照 群 ） 4 0 名 、 ② V FA＜

1 0 0 c m 2 ＋ B M I≧ 2 5（ 内 臓 脂 肪 蓄 積 な し ・ 肥 満 ） 4 名 、 ③ V FA

≧ 1 0 0 c m 2 ＋ B M I＜ 2 5（ 内 臓 脂 肪 蓄 積 あ り・非 肥 満 ）6 8 名 、④

V FA≧ 1 0 0 c m 2 ＋ B M I≧ 2 5（ 内 臓 脂 肪 型 肥 満 ）5 6 名 で あ っ た 。

（ ２ ）メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム（ M S）の 診 断 基 準 に し た が

っ て 群 分 け を 行 う と 、 M S 非 該 当 群 （ 対 照 群 ） 1 0 1 名 、 M S 予

備 群 3 7 名 、 M S 群 3 0 名 で あ っ た 。  

 内 臓 脂 肪 型 肥 満 群 は 、血 圧 、血 糖 、血 中 脂 質 、尿 酸 、総 ア ミ

ラ ー ゼ 、 A S T、 A LT、 γ G T P、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 、 肝 臓

C T 値 の 項 目 に つ い て 、対 照 群 と 比 較 し て 有 意 差 を 認 め 、内 臓

脂 肪 蓄 積 に よ る 代 謝 異 常 の 出 現 が 示 唆 さ れ た 。 栄 養 摂 取 状 況

に つ い て は 、 各 群 間 で 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 有 意 差 を 認 め な

か っ た が 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 群 で は 対 照 群 と 比 較 し て 、 エ ネ ル

ギ ー 摂 取 比 率 （ P F C 比 ） で は 、 た ん ぱ く 質 お よ び 脂 質 摂 取 割

合（ P 比 、F 比 ）が 有 意 に 低 値 、糖 質 摂 取 割 合（ C 比 ）が 有 意

に 高 値 で あ っ た 。ま た 、カ リ ウ ム 、カ ル シ ウ ム 、ビ タ ミ ン A、

カ ロ チ ン 、ビ タ ミ ン D、ビ タ ミ ン E、ビ タ ミ ン B 2 、ビ タ ミ ン

C、 食 物 繊 維 の 摂 取 量 は 有 意 に 低 値 で あ っ た 。  

 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 群 で は 、 対 照 群 と 比 較 し て

総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 差 は な い が 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 比 率 に お

い て 、 た ん ぱ く 質 お よ び 脂 質 摂 取 比 率 が 有 意 に 低 値 で あ る 一

方 、糖 質 摂 取 比 率 が 有 意 に 高 値 で あ っ た 。ま た 、カ リ ウ ム 、マ

グ ネ シ ウ ム 、 ビ タ ミ ン A、 カ ロ チ ン 、 ビ タ ミ ン E、 ビ タ ミ ン
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C、食 物 繊 維 の 摂 取 量 が 有 意 に 低 く 、純 エ タ ノ ー ル 摂 取 量 が 有

意 に 高 か っ た 。一 方 、メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 予 備 群 で は 、

対 照 群 と 比 較 し て 栄 養 摂 取 状 況 に 差 は 認 め な か っ た 。  

以 上 よ り 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 お よ び メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ

ー ム 該 当 者 で は 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 、 食 物 繊 維 の 摂 取 が 少

な く 、 相 対 的 に 糖 質 の 多 い 食 事 内 容 で あ る こ と が 明 ら か と な

っ た 。  

 

［ 研 究 3］ 企 業 に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 実 態 調

査  

某 職 域 に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 頻 度 、 血 液 検

査 デ ー タ お よ び 栄 養 摂 取 状 況 の 実 態 に つ い て 検 討 し た 。 職 域

健 診 を 受 診 し た 8 6 6 名（ 男 7 7 1 名 、女 9 5 名 ）を 対 象 と し た 。

身 体 測 定 、血 液 検 査 に 加 え て 、食 物 摂 取 頻 度 調 査 票（ F F Q）を

用 い た 栄 養 摂 取 量 調 査 を 実 施 し た 。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム 該 当 者（ M S 群 ）1 0 9 人（ 男 1 0 8、女 1）、予 備 群 1 4 6 人（ 男

1 4 4、 女 2）、 非 該 当 者 （ 非 該 当 群 ） 6 11 人 （ 男 5 1 9、 女 9 2）

で あ っ た 。男 性 に つ い て 解 析 す る と 、血 圧 、H b A 1 c 、血 糖 、総

コ レ ス テ ロ ー ル 、L D L コ レ ス テ ロ ー ル 、中 性 脂 肪 、A S T、A LT、

γ G T P、C h o - E の 項 目 に お い て 非 該 当 群 よ り メ タ ボ リ ッ ク シ ン

ド ロ ー ム 群 は 有 意 に 高 値 と な り 、H D L -コ レ ス テ ロ ー ル は 有 意

に 低 値 と な っ た （ p＜ 0 . 0 1）。 栄 養 摂 取 状 況 に 関 し て は 、 平 均

総 摂 取 エ ネ ル ギ ー 量 は ３ 群 間 に 有 意 差 は な か っ た が 、 エ ネ ル

ギ ー 摂 取 比 率 で は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 群 は 非 該 当 群 に

比 し 、 糖 質 摂 取 割 合 が 有 意 に 高 か っ た 。  
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［ 研 究 4 ］ 職 域 健 診 に お け る 非 ア ル コ ー ル 性 脂 肪 性 肝 疾 患

（ N A F L D） 改 善 症 例 の 検 討  

 本 研 究 は 、 栄 養 摂 取 状 況 と 脂 肪 肝 の 改 善 と の 関 係 を 明 ら か

に す る た め に 、 2 0 0 7 年 と 2 0 1 2 年 に 生 活 習 慣 病 健 康 診 断 と 食

物 摂 取 頻 度 調 査 に よ る 栄 養 調 査 を 実 施 で き た 男 性 4 2 0 名 を 対

象 に 、脂 肪 肝 の 有 無 、身 体 計 測 値 、血 液 検 査 値 、栄 養 摂 取 状 況

の 経 過 に つ い て 経 年 的 に 調 査 し た  

 2 0 0 7 年 に 超 音 波 検 査 に よ り 脂 肪 肝 と 診 断 さ れ た 1 5 0 名 の

う ち 、 飲 酒 量 お よ び 肝 炎 ウ イ ル ス マ ー カ ー か ら 非 ア ル コ ー ル

性 脂 肪 性 肝 疾 患 ( N A F L D )と 診 断 さ れ た 者 は 11 8 名 で あ っ た 。

こ の う ち 2 0 1 2 年 に 脂 肪 肝 を 認 め な か っ た N A F L D 改 善 群 は

3 3 名 、 N A F L D 不 変 群 は 8 5 名 で あ っ た 。 N A F L D 改 善 群 で は

体 重 は 6 . 4％ 、 B M I は 6 . 2％ 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 は 4 . 8％ 減 少 し

て お り 、 い ず れ も 有 意 な 減 少 を 認 め た 。 血 液 検 査 で は 肝 機 能

検 査 、脂 質 検 査 の 改 善 を 認 め た 。一 方 、N A F L D 不 変 群 で は 肥

満 や 血 液 検 査 の 改 善 は 認 め な か っ た 。 栄 養 摂 取 状 況 は 、

N A F L D 改 善 群 の 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は 2 0 0 7 年 3 3 . 8 ± 8 . 5 k c a l  

/ k g 標 準 体 重 /日 、2 0 1 2 年 2 9 . 1 ± 7 . 0 k c a l / k g 標 準 体 重 /日 と 有 意

な 減 少 を 認 め た 。 ま た 、 糖 質 摂 取 量 が 有 意 に 減 少 し て い た 。

食 品 群 で は 主 食 芋 摂 取 量 が 有 意 に 減 少 し て い た 。N A F L D 不 変

群 で は 栄 養 摂 取 状 況 の 大 き な 変 化 は 認 め な か っ た 。 ま た 、

N A F L D 改 善 群 で は 定 期 的 に 運 動 す る 者 の 頻 度 が 増 加 し て い

た 。  

 N A F L D の 改 善 に は 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 改 善 が 重 要 で あ り 、栄
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養 学 的 に は エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 糖 質 摂 取 量 の 制 限 が 関 与 す る

と 考 え ら れ た 。  

 

【 結 語 】  

 健 診 受 診 者 を 対 象 に 、一 般 的 な 健 診 項 目 に 加 え 、腹 部 C T 検

査 に よ る 内 臓 脂 肪 面 積 の 評 価 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 測

定 、 食 物 摂 取 頻 度 調 査 等 を 行 っ た 。 内 臓 脂 肪 型 肥 満 で は 、 血

圧 の 上 昇 、耐 糖 能 異 常 、脂 質 代 謝 異 常 な ど の 異 常 が 認 め ら れ 、

内 臓 脂 肪 蓄 積 は こ れ ら の 代 謝 異 常 の 発 生 要 因 と 考 え ら れ た 。

栄 養 摂 取 状 況 に お い て は 、総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 差 は な い が 、

内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 は 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 、 食 物 繊 維 の 摂 取

が 少 な く 、 糖 質 の エ ネ ル ギ ー 摂 取 比 率 が 高 い 食 事 内 容 で あ る

こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該

当 者 に お い て も 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 差 は な い が 、 エ ネ ル

ギ ー 摂 取 比 率 で は 糖 質 の 摂 取 比 率 が 高 か っ た 。 メ タ ボ リ ッ ク

シ ン ド ロ ー ム の 肝 臓 に お け る 合 併 症 で あ る 非 ア ル コ ー ル 性 脂

肪 性 肝 疾 患 （ N A F L D ） の 経 過 に つ い て 検 討 し た と こ ろ 、

N A F L D の 改 善 に は 、総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 の 制 限 お よ び 糖 質 摂

取 量 の 減 少 が 関 与 す る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

 内 臓 脂 肪 の 過 剰 蓄 積 は 、高 血 圧 、糖 尿 病 、脂 質 異 常 症 、高 尿

酸 血 症 、 脂 肪 肝 な ど の 発 症 に 関 与 し て い た 。 今 回 実 施 し た 横

断 的 お よ び 縦 断 的 栄 養 調 査 の 結 果 か ら は 、 主 に 糖 質 摂 取 量 の

制 限 が 内 臓 脂 肪 型 肥 満 お よ び そ の 合 併 症 の 発 症 予 防 、 改 善 に

有 用 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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D O C T O R A L T H E S I S  

 

 

 

A B S T R A C T  

 

〔 B a c k g r o u n d〕  

T h e  m e t a b o l i c  s y n d r o m e  i s  a  c o m m o n  m e t a b o l i c  

d i s o r d e r  t h a t  r e s u l t s  f r o m  e x c e s s  v i s c e r a l  f a t  d e p o s i t  a n d  

i n s u l i n  r e s i s t a n c e .  A b d o m i n a l  o b e s i t y,  h y p e r t e n s i o n ,  

h y p e r g l y c e m i a ,  a n d  h y p e r l i p i d e m i a  i n c r e a s e  t h e  r i s k  o f  

d e v e l o p m e n t  o f  c a r d i o v a s c u l a r  d i s e a s e .   

 C u r r e n t  s t u d y  w a s  u n d e r t a k e n  t o  e x a m i n e  m e t a b o l i c  

a b n o r m a l i t i e s  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  f o o d  i n t a k e  i n  

s u b j e c t s  w i t h  e x c e s s  v i s c e r a l  a d i p o s e  t i s s u e .  We  

i n v e s t i g a t e d  t h e  c o r r e l a t i o n  b e t w e e n  v i s c e r a l  f a t  a r e a  a n d  

l a b o r a t o r y  d a t a  o f  s u b j e c t s  e x a m i n e d  f o r  m e d i c a l  c h e c k - u p .  

 

〔 M e t h o d〕  

 S u b j e c t s  w e r e  e m p l o y e e s  f o r  c o n s t r a c t i o n  c o m p a n i e s  w h o  

v i s i t e d  a  h e l t h  c e n t e r  f o r  m e d i c a l  c h e c k - u p .  We  

i n v e s t i g a t e d  a n t h r o p o m e t r i c  p a r a m e t e r s  ( b o d y  w e i g h t ,  

b o d y  m a s s  i n d e x  ( B M I ) ,  w a i s t  c i r c u m f e r e n c e ,  a n d  b l o o d  

p r e s s u r e ) ,  b l o o d  t e s t s  ( t o t a l  c h o l e s t e r o l ,  L D L - c h o r e s t e r o l ,  

H D L - c h o l e s t e r o l ,  t r i g l y c e r i d e ,  b l o o d  g l u c o s e ,  h e m o g l o b i n  
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A 1 c ,  A S T,  A LT,  γ G T P,  u r i c  a c i d ,  c r e a t i n i n e ,  B U N ,  a n d  

a d i p o n e c t i n )  a n d  i m a g i n g  s t u d i e s  ( a b d o m i n a l  u l t r a s o u n d  

a n d  c o m p u t e d  t o m o g r a m p h y  ( C T ) ) .  Vi s c e r a l  i n t r a -

a b d o m i n a l  f a t  a r e a  w a s  e v a l u a t e d  b y  a b d o m i n a l  C T  s c a n .  

I n t a k e  o f  m a c r o n u t r i e n t s ,  v i t a m i n s ,  d i e t a r y  f i b e r  a n d  f o o d  

g r o u p s  w a s  a s s e s s e d  w i t h  a  f o o d  f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  

( F F Q ) .  

 

〔 R e s u l t s〕  

S t u d y 1 :  T h e  R e l a t i o n  o f  Vi s c e r a l  A d i p o s e  T i s s u e  t o  t h e  

M e t a b o l i c  S y n d r o m e  

T h i s  s t u d y  w a s  u n d e r t a k e n  t o  e x a m i n e  m e t a b o l i c  

a b n o r m a l i t i e s  i n  s u b j e c t s  w i t h  e x c e s s  v i s c e r a l  a d i p o s e  

t i s s u e .  T h r e e  h u n d r e d  s e v e n t y - s i x  s u b j e c t s  ( 3 4 5  m e n  a n d  

3 1  w o m e n )  f o r  m e d i c a l  c h e c k - u p  w e r e  e n r o l l e d  i n  t h e  

p r e s e n t  s t u d y.  T h e  a m o u n t  o f  v i s c e r a l  a n d  s u b c u t a n e o u s  

f a t  a r e a  ( V FA a n d  S FA )  a t  u m b i l i c a l  l e v e l  w a s  d e t e r m i n e d  

b y  c o m p u t e d  t o m o g r a p h y.  T h e  n u m b e r  o f  s u b j e c t s  w i t h  

2 5 > B M I  a n d  1 0 0 c m 2 > V FA i s  1 3 4  ( 11 3  m e n  a n d  2 1  w o m e n ) ,  

w i t h  2 5 > B M I  a n d  1 0 0 c m 2 ≦ V FA i s  1 0 2  ( 1 0 1  m e n  a n d  1  

w o m a n ) ,  w i t h  2 5≦ B M I  a n d  1 0 0 c m 2 > V FA i s  2 7  ( 2 3  m e n  a n d  

4  w o m e n ) ,  w i t h  2 5≦ B M I  a n d  1 0 0 c m 2 ≦ V FA i s  11 3  ( 1 0 8  m e n  

a n d  5  w o m e n ) .  S u b j e c t s  w i t h  1 0 0 c m 2 ≦ V FA h a d  s i g n i f i c a n t  

h i g h e r  l e v e l s  o f  b o d y  w e i g h t ,  b o d y  m a s s  i n d e x ,  s y s t o l i c  

b l o o d  p r e s s u r e ,  d i a s t o l i c  b l o o d  p r e s s u r e ,  f a s t i n g  b l o o d  
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g l u c o s e ,  t r i g l y c e r i d e ,  u r i c  a c i d ,  A LT,  a n d  γ G T P t h a n  

s u b j e c t s  w i t h  1 0 0 c m 2 > V FA .  S e r u m  H D L - c h o l e s t e r o l  a n d  

a m y l a s e  a r e  s i g n i f i c a n t l y  l o w e r  i n  s u b j e c t s  w i t h  e x c e s s  

v i s c e r a l  f a t .  I n  t h e  p r e s e n t  s t u d y,  m a l e  o b e s e  s u b j e c t s  h a v e  

e x c e s s  v i s c e r a l  f a t .  H y p e r t e n s i o n ,  d y s l i p i d e m i a  a n d  

g l u c o s e  i n t o l e r a n c e  o c c u r  m o r e  f r e q u e n t l y  i n  s u b j e c t s  w i t h  

e x c e s s  v i s c e r a l  f a t  t h a n  i n  n o n - o b e s e  s u b j e c t s .  T h e  

m e a s u r e m e n t  o f  v i s c e r a l  f a t  a r e a  c o r r e l a t e s  m o r e  c l o s e l y  

w i t h  t h e  a b n o r m a l i t i e s  o f  f a s t i n g  b l o o d  g l u c o s e  a n d  u r i c  

a c i d  t h a n  B M I .  

 

S t u d y 2 :  F o o d  I n t a k e  i n  S u b j e c t s  w i t h  E x c e s s  Vi s c e r a l  

A d i p o s e  T i s s u e  

T h i s  s t u d y  w a s  u n d e r t a k e n  t o  e x a m i n e  m e t a b o l i c  

a b n o r m a l i t i e s  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  f o o d  i n t a k e  i n  

s u b j e c t s  w i t h  e x c e s s  v i s c e r a l  a d i p o s e  t i s s u e .  O n e  h u n d r e d  

a n d  s i x t y - e i g h t  s u b j e c t s  ( 1 3 3 m e n  a n d  3 5  w o m e n )  f o r  

m e d i c a l  c h e c k - u p  w e r e  e n r o l l e d  i n  t h e  p r e s e n t  s t u d y.  

D i e t a r y  a s s e s s m e n t  w a s  p e r f o r m e d  b y  f o o d  f r e q u e n c y  

q u e s t i o n n a i r e  ( F F Q ) .  I n  s u b j e c t s  w i t h  e x c e s s  v i s c e r a l  

a d i p o s e  t i s s u e ,  b l o o d  p r e s s u r e ,  f a s t i n g  b l o o d  g l u c o s e ,  

t r i g l y c e r i d e ,  u r i c  a c i d ,  A LT  a n d  γ G T P w e r e  s i g n i f i c a n t l y  

h i g h e r,  a n d  H D L - c h o l e s t e r o l  a n d  a d i p o n e c t i n  w e r e  l o w e r  

t h a n  n o r m a l  c o n t r o l  ( B M I < 2 5  +  v i s c e r a l  f a t  a r e a < 1 0 0 c m 2 ) .  

To t a l  e n e r g y  i n t a k e  w a s  n o t  d i f f e r e n t  b e t w e e n  s u b j e c t s  
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w i t h  e x c e s s  v i s c e r a l  f a t  a n d  w i t h  n o r m a l  v i s c e r a l  f a t .  I n  

s u b j e c t s  w i t h  e x c e s s  v i s c e r a l  f a t ,  t h e  r a t i o  o f  c a r b o h y d r a t e  

i n  e n e r g y  i n t a k e  a n d  a l c o h o l i c  i n t a k e  w e r e  h i g h e r  t h a n  i n  

n o r m a l  c o n t r o l s .  O n  t h e  o t h e r  h a n d ,  l o w e r  i n t a k e  o f  

v i t a m i n s ,  m i n e r a l s ,  a n d  d i e t a r y  f i b e r s  w e r e  i n g e s t e d  i n  

s u b j e c t s  w i t h  e x c e s s  v i s c e r a l  f a t .  

 

S t u d y 3 :  F o o d  I n t a k e  i n  S u b j e c t s  w i t h  M e t a b o l i c  S y n d r o m e  

T h i s  s t u d y  w a s  u n d e r t a k e n  t o  e x a m i n e  m e t a b o l i c  

a b n o r m a l i t i e s  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  f o o d  i n t a k e  i n  

m e t a b o l i c  s y n d r o m e .  E i g h t  h u n d r e d  a n d  s i x t y - s i x  s u b j e c t s  

( 7 7 1 m e n  a n d  9 5  w o m e n )  f o r  m e d i c a l  c h e c k - u p  w e r e  e n r o l l e d  

i n  t h e  p r e s e n t  s t u d y.  D i e t a r y  a s s e s s m e n t  w a s  p e r f o r m e d  b y  

f o o d  f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  ( F F Q ) .  I n  m e t a b o l i c  

s y n d r o m e ,  b l o o d  p r e s s u r e ,  f a s t i n g  b l o o d  g l u c o s e ,  H b A 1 c ,  

t o t a l  c h o l e s t e r o l ,  L D L - c h o l e s t e r o l ,  t r i g l y c e r i d e ,  A S T,  A LT  

a n d  γ G T P,  C h o - E  w e r e  s i g n i f i c a n t l y  h i g h e r,  a n d  H D L -

c h o l e s t e r o l  w a s  l o w e r  t h a n  n o r m a l  c o n t r o l s .  To t a l  e n e r g y  

i n t a k e  w a s  n o t  d i f f e r e n t  b e t w e e n  m e t a b o l i c  s y n d r o m e  a n d  

n o r m a l  c o n t r o l .  I n  m e t a b o l i c  s y n d r o m e ,  t h e  r a t i o  o f  

c a r b o h y d r a t e  i n  e n e r g y  i n t a k e  a n d  a l c o h o l i c  i n t a k e  w e r e  

h i g h e r  t h a n  i n  n o r m a l  c o n t r o l s .  

 

S t u d y 4 :  C h a n g e s  o f  a n t h r o p o m e t r i c  p a r a m e t e r s ,  b l o o d  

t e s t s  a n d  n u t r i e n t  i n t a k e  i n  r e g r e s s i o n  o f  n o n a l c o h o l i c  
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f a t t y  l i v e r  d i s e a s e  i n  m e d i c a l  c h e c k - u p  

I n  t h i s  s t u d y,  w e  a i m e d  t o  i n v e s t i g a t e  t h e  l o n g i t u d i n a l  

a s p e c t s  o f  n o n - a l c o h o l i c  f a t t y  l i v e r  d i s e a s e  ( N A F L D ) ,  a n d  

c l a r i f y  t h e  f a c t o r s  f o r  t h e  r e g r e s s i o n  o f  f a t t y  l i v e r.  We  

i n v e s t i g a t e d  c h a n g e s  o f  a n t h r o p o m e t r i c  p a r a m e t e r s ,  b l o o d  

t e s t s  a n d  n u t r i e n t  i n t a k e  i n  s u b j e c t s  w i t h  r e g r e s s i o n  o f  

N A F L D  i n  m e d i c a l  c h e c k - u p  b o t h  i n  2 0 0 7  a n d  2 0 1 2 .  F a t t y  

l i v e r  w a s  d i a g n o s e d  b y  u l t r a s o n o g r a p h y.  I n t a k e  o f  

n u t r i e n t s  a n d  f o o d  g r o u p s  w a s  a s s e s s e d  w i t h  a  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  ( F F Q ) .  O f  t h e  11 8  s u b j e c t s  w i t h  

N A F L D  i n  2 0 0 7 ,  3 3  ( 2 8 % )  s h o w e d  f a t t y  l i v e r  r e g r e s s i o n  i n  

2 0 1 2 .  B o d y  w e i g h t ,  b o d y  m a s s  i n d e x  ( B M I )  a n d  w a i s t  

c i r c u m f e r e n c e s  w e r e  d e c r e a s e d  s i g n i f i c a n t l y  i n  s u b j e c t s  

w i t h  f a t t y  l i v e r  r e g r e s s i o n  i n  2 0 1 2 ,  c o m p a r e d  w i t h  t h o s e  

p a r a m e t e r s  i n  2 0 0 7 .  S e r u m  l e v e l s  o f  t o t a l  c h o l e s t e r o l ,  A LT  

a n d  c h o l i n e  e s t e r a s e  w e r e  d e c r e a s e d  s i g n i f i c a n t l y  i n  

s u b j e c t s  w i t h  f a t t y  l i v e r  r e g r e s s i o n  i n  2 0 1 2 ,  c o m p a r e d  w i t h  

t h o s e  b l o o d  t e s t s  i n  2 0 0 7 .  F o r  n u t r i e n t s ,  a v e r a g e  t o t a l  

c a l o r i e  i n t a k e  d e c r e a s e d  f r o m  3 3 . 8 ± 8 . 5  k c a l / I B W  k g / d a y  i n  

2 0 0 7  t o  2 9 . 1 ± 7 . 0  k c a l / I B W  k g / d a y  i n  2 0 1 2  i n  s u b j e c t s  w i t h  

f a t t y  l i v e r  r e g r e s s i o n .  D i e t a r y  i n t a k e  o f  c a r b o h y d r a t e s ,  

e s p e c i a l l y,  c e r e a l s  a n d  p o t a t o e s ,  w a s  d e c r e a s e d  

s i g n i f i c a n t l y.  T h e r e  w e r e  n o  s i g n i f i c a n t  c h a n g e s  o f  

a n t h r o p o m e t r i c  p a r a m e t e r s ,  b l o o d  t e s t s  a n d  n u t r i e n t  

i n t a k e  i n  s u b j e c t s  w i t h  f a t t y  l i v e r  i n  2 0 1 2 .  We i g h t  
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r e d u c t i o n  a c h i e v e d  t h r o u g h  r e d u c e d  c a l o r i e  d i e t s  w i t h  

l o w e r  c a r b o h y d r a t e  i n t a k e  m a y  r e s u l t  i n  r e g r e s s i o n  o f  l i v e r  

f a t  d e p o s i t i o n  i n  s u b j e c t s  w i t h  N A F L D .  

 

〔 C o n c l u s i o n〕  

 M e t a b o l i c  s y n d r o m e  i s  a  c l u s t e r  o f  m e t a b o l i c  d i s o r d e r s ,  

i n c l u d i n g  a b d o m i n a l  o b e s i t y,  i n s u l i n  r e s i s t a n c e ,  

d y s l i p i d e m i a ,  a n d  h y p e r t e n s i o n ,  t h a t  e a c h  i n c r e a s e s  t h e  

r i s k  o f  c a r d i o v a s c u l a r  d i s e a s e s .  Vi s c e r a l  a d i p o s i t y  r a i s e s  

t h e  r i s k  o f  m e t a b o l i c  s y n d r o m e ,  a n d  p r e d i c t s  c l i n i c a l  

s e v e r i t y  o f  m e t a b o l i c  d i s o r d e r s .  

 T h e  e s t i m a t i o n  o f  v i s c e r a l  f a t  a d i p o s i t y  i s  m o r e  

i m p o r t a n t  t o  p r e d i c t  t h e  a g g r a v a t i o n  o f  h y p e r t e n s i o n ,  

g l u c o s e  i n t o l e r a n c e ,  d y s l i p i d e m i a ,  u r i c  a c i d  m e t a b o l i s m  

t h a n  t h a t  o f  B M I .  N u t r i t i o n a l  s t u d i e s  r e v e a l e d  t h a t  t o t a l  

e n e r g y  i n t a k e  w a s  n o t  d i f f e r e n t  b e t w e e n  s u b j e c t s  w i t h  

e x c e s s  v i s c e r a l  f a t  a n d  w i t h  n o r m a l  v i s c e r a l  f a t .  I n  

s u b j e c t s  w i t h  e x c e s s  v i s c e r a l  f a t ,  e x c e s s  i n t a k e  o f  

c a r b o h y d r a t e  a n d  a l c o h o l ,  a n d  l o w e r  i n t a k e  o f  v i t a m i n s ,  

m i n e r a l s ,  a n d  d i e t a r y  f i b e r s  w e r e  o b s e r v e d .  

N o n a l c o h o l i c  l i v e r  d i s e a s e  ( N A F L D )  h a s  b e e n  r e c o g n i z e d  

a s  a  h e a p t i c  m a n i f e s t a t i o n  o f  m e t a b o l i c  s y n d r o m e .  We i g h t  

r e d u c t i o n  a c h i e v e d  t h r o u g h  r e d u c e d  c a l o r i e  d i e t s  w i t h  

l o w e r  c a r b o h y d r a t e  i n t a k e  m a y  r e s u l t  i n  r e g r e s s i o n  o f  l i v e r  

f a t  d e p o s i t i o n  i n  s u b j e c t s  w i t h  N A F L D .  
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第 １ 章  序 論  

 わ が 国 あ る い は 欧 米 先 進 国 に お い て 、 糖 尿 病 、 脂 質 異 常 症

な ど の 代 謝 異 常 あ る い は 動 脈 硬 化 に よ る 虚 血 性 心 疾 患 や 脳 血

管 障 害 の 発 症 が 増 加 し て い る 。 こ の 背 景 に は 、 食 生 活 や 運 動

習 慣 な ど の 生 活 習 慣 の 変 化 に よ り 肥 満 者 が 増 加 し て い る こ と

が あ げ ら れ る 。 ま た 、 介 護 が 必 要 と な っ た 主 な 原 因 と し て 、

平 成 2 2 年 度 の 国 民 生 活 基 礎 調 査 で は 第 1 位 が 脳 血 管 疾 患

2 1 . 5 %で あ り 、そ の 他 心 疾 患 3 . 9 %、糖 尿 病 3 . 0 %な ど 肥 満 関 連

の 生 活 習 慣 病 が 関 係 し て お り 、 男 性 で は 動 脈 硬 化 性 の 脳 血 管

障 害 や 心 疾 患 が 要 介 護 状 態 の 原 因 と な っ て い る 。  

 複 数 の リ ス ク が 重 複 し て 動 脈 硬 化 性 疾 患 を 引 き 起 こ す 状 態

を 、 従 来 か ら 、 シ ン ド ロ ー ム X、 死 の 四 重 奏 、 イ ン ス リ ン 抵

抗 性 症 候 群 、 内 臓 脂 肪 症 候 群 な ど 、 さ ま ざ ま な 名 称 で 呼 ば

れ 、 世 界 的 に 問 題 視 さ れ て き た 。 近 年 は 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 を 基

盤 と し て 複 数 の 代 謝 異 常 が 重 な っ た 状 態 を メ タ ボ リ ッ ク シ ン

ド ロ ー ム と 称 し 、 1 9 9 8年 に W H Oか ら 、 2 0 0 1年 に は 米 国 N I H

か ら 診 断 基 準 が 提 示 さ れ 、 日 本 で も 2 0 0 5年 に 8学 会 か ら な る

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 診 断 基 準 検 討 委 員 会 か ら 診 断 基 準

が 発 表 さ れ た （ 1 - 5）。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム は 、 心 血 管

疾 患 予 防 を 第 一 義 の 目 的 と し て ハ イ リ ス ク グ ル ー プ を 絞 り 込

む た め に 定 義 さ れ た 疾 患 概 念 で あ り 、 内 臓 脂 肪 の 蓄 積 に よ り

イ ン ス リ ン 抵 抗 性 （ 耐 糖 能 異 常 ） 、 脂 質 異 常 症 、 高 血 圧 を 合

併 す る 病 態 で あ る 。 日 本 人 に お い て も こ れ ら の リ ス ク フ ァ ク

タ ー が ３ 個 以 上 合 併 し た 場 合 の 心 血 管 疾 患 危 険 率 は コ ン ト ロ

ー ル の 3 0倍 以 上 に 達 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 し た が っ て
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リ ス ク の 高 い 対 象 者 （ ハ イ リ ス ク 者 ） を 効 率 よ く 抽 出 し 、 実

効 性 の あ る 生 活 習 慣 病 改 善 支 援 を 行 う な ど の 対 策 と し て 重 要

な 概 念 で あ る と 考 え ら れ る 。  

わ が 国 で は 、平 成 2 0 年 度 か ら 医 療 保 険 者 に よ る 特 定 健 診・

特 定 保 健 指 導 制 度 が 開 始 さ れ た 。 こ の 制 度 は メ タ ボ リ ッ ク シ

ン ド ロ ー ム の 概 念 を 活 用 し た 予 防 医 学 の 実 践 で あ り 、高 血 圧 、

糖 尿 病 、 脂 質 異 常 症 、 さ ら に は 動 脈 硬 化 に よ る 虚 血 性 心 疾 患

や 脳 血 管 障 害 発 症 の 上 流 に あ る 内 臓 脂 肪 の 減 少 を 目 的 と し た

原 因 療 法 で あ る 。平 成 2 4 年 度 の 特 定 健 康 診 査・特 定 保 健 指 導

の 実 施 状 況 に よ る と 、 特 定 健 診 の 対 象 者 数 は 約 5 , 2 8 1 万 人 、

受 診 者 数 は 約 2 , 4 4 0 万 人 、 実 施 率 は 4 6 . 2％ で あ っ た 。 こ の う

ち 保 健 指 導 対 象 者 は 約 4 3 2 万 人 （ 1 7 . 7％ ） で あ り 、 そ の う ち

の 約 7 1 万 人 （ 1 6 . 4％ ） が 保 健 指 導 を 終 了 し て い る （ 6） 。 厚

生 労 働 省 に よ る 「 特 定 健 診 ・ 保 健 指 導 の 医 療 費 適 正 化 効 果 な

ど の 検 証 の た め の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 」の 検 討 に よ る 平 成 2 0

〜 2 1 年 度 の 分 析 で は 、 積 極 的 支 援 参 加 者 の 体 重 は 平 均 で 約

2 k g 減 、 腹 囲 は 男 性 が 2 . 2 c m、 女 性 が 3 . 3 c m 減 で あ り 、 そ れ

に 伴 い 血 糖 、 血 圧 、 血 清 脂 質 な ど の 有 意 の 改 善 を 認 め 、 メ タ

ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 は ほ ぼ 半 減 す る と い う 結 果 で あ

っ た （ 7） 。 管 理 栄 養 士 も 実 施 担 当 者 と な る 特 定 保 健 指 導 は 、

未 病 の 段 階 で 個 人 個 人 に 働 き か け る こ と に よ り 、 健 康 に つ い

て の 自 己 管 理 が で き る 者 が 増 え る こ と を 目 的 に し て い る 。 保

健 指 導 の 実 施 率 は 、 未 だ 満 足 で き る 数 値 で は な い が 、 そ の 効

果 は 大 い に 期 待 で き る も の で あ り 、 予 防 医 学 に お い て 管 理 栄

養 士 が 貢 献 で き る 重 要 な 分 野 で あ る と 考 え る 。そ の た め に は 、
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保 健 指 導 プ ロ グ ラ ム の 標 準 化 を 行 う 為 の 栄 養 学 的 な エ ビ デ ン

ス の 蓄 積 が 求 め ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 実 際 の 栄 養 指 導

の 現 場 で は 主 に 総 エ ネ ル ギ ー 量 の 制 限 に よ る 減 量 指 導 が 中 心

で あ り 、栄 養 素 の 摂 取 に つ い て は 、高 血 圧 、糖 尿 病 、脂 質 異 常

症 な ど の 診 療 ガ イ ド ラ イ ン に 準 じ た 栄 養 指 導 が 行 わ れ る こ と

が 多 い こ と が 現 状 で あ る（ 8 - 1 0）。メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム

該 当 者 と 非 該 当 者 と の 間 で 食 事 因 子 と の 関 連 を 調 査 す る 横 断

研 究 は 比 較 的 多 く 報 告 さ れ て い る 。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム の 発 症 と 関 係 す る 食 行 動 や 食 品 に つ い て は 、 大 塚 ら （ 1 1）

は 、 牛 乳 の 摂 取 頻 度 が 高 い こ と ,  濃 い 味 が 好 き だ が 控 え る こ

と ,  あ っ さ り し た も の が 好 き な こ と ,  食 事 を 腹 八 分 目 に 控 え

る こ と が 5 年 後 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 発 症 リ ス ク の 低

下 と 有 意 な 関 連 を 示 し た と 報 告 し て い る 。ま た 、上 西 ら（ 1 2）

は 、 非 喫 煙 者 で は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 予 防 に 牛 乳 ・

乳 製 品 の 摂 取 が 有 効 で あ る 可 能 性 を 報 告 し て い る 。  

し か し な が ら 、 わ が 国 で は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に 着

目 し て 健 診 受 診 者 に 栄 養 調 査 を 実 施 し て 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン

ド ロ ー ム の 発 症 、進 展 あ る い は 改 善 に 関 与 す る 栄 養 摂 取 状 況 、

特 定 の 栄 養 素 ・ 食 品 群 、 食 行 動 ・ 食 習 慣 な ど に つ い て 検 討 し

た 報 告 は 限 ら れ て い る 。 そ の 理 由 の １ つ と し て 健 診 時 に 栄 養

調 査 を 実 施 す る こ と は 協 力 が 得 ら れ に く く 、 ま た 、 管 理 栄 養

士 の み で は 、 身 体 計 測 値 、 血 液 検 査 デ ー タ 、 画 像 検 査 な ど の

臨 床 デ ー タ と 対 比 し て 研 究 を 行 う こ と は 困 難 で あ る こ と が 挙

げ ら れ る 。  

近 年 の 基 礎 研 究 か ら 脂 肪 細 胞 は 単 な る エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 臓 器
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で は な く 、 ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン と 呼 ば れ る 生 理 活 性 物 質 を

産 生 し て お り 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 に 伴 う ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン 分

泌 異 常 が イ ン ス リ ン 抵 抗 性 の 亢 進 、 血 管 障 害 な ど 動 脈 硬 化 の

発 症 ・ 進 展 に 直 接 関 与 し て い る こ と が 解 明 さ れ て い る （ 1 3）。

そ の 中 で 、ア デ ィ ポ ネ ク チ ン は イ ン ス リ ン 感 受 性 を 亢 進 さ せ 、

動 脈 硬 化 に 対 し て 防 御 的 作 用 を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る 。

一 般 に 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 は 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 で は 低 値

と な り 、中 性 脂 肪 値 と 逆 相 関 し 、H D L コ レ ス テ ロ ー ル 値 と 正

の 相 関 が 認 め ら れ る と 報 告 さ れ て い る 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ

ン 値 と 生 活 習 慣 と の 関 連 を 検 討 す る こ と は 、 将 来 の 心 血 管 性

動 脈 硬 化 症 の 発 症 予 防 に 有 用 で あ る と 考 え ら れ る が 、 生 活 習

慣 の う ち 食 事 要 因 が 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 に 及 ぼ す 影 響 に

つ い て は 不 明 の 点 が 多 い 。 わ れ わ れ は 、 女 子 大 学 生 を 対 象 と

し た 研 究 で 、 未 だ 生 活 習 慣 病 を 発 症 し て い な い 若 年 者 に お い

て も 肥 満 者 は 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 低 下 が 見 ら れ た（ 1 4）。

ま た 、 食 事 要 因 で は 、 食 物 繊 維 の 摂 取 量 が 多 い ほ ど 血 中 ア デ

ィ ポ ネ ク チ ン 値 が 高 い こ と を 明 ら か に し た 。 さ ら に 、 脂 肪 細

胞 か ら 分 泌 さ れ る ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン の １ つ で あ る レ プ チ

ン は 、 食 欲 を 調 節 す る ホ ル モ ン で 、 肥 満 者 で は レ プ チ ン の 食

欲 抑 制 作 用 が 減 弱 す る レ プ チ ン 抵 抗 性 が 出 現 す る こ と が 知 ら

れ て い る 。 そ の た め 、 血 中 レ プ チ ン 値 は 肥 満 者 で 上 昇 し 、 肥

満 を 助 長 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 わ れ わ れ は 女 子 大 学 生

を 対 象 と し た 研 究 で 、 血 中 レ プ チ ン 値 は 肥 満 者 で 有 意 に 上 昇

し て お り 、B M I、体 脂 肪 率 、皮 下 脂 肪 量 、内 臓 脂 肪 量 と 有 意 の

正 の 相 関 を 明 ら か に し た（ 1 5）。食 事 調 査 か ら は 、エ ネ ル ギ ー
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摂 取 量 は 血 中 レ プ チ ン 値 に 影 響 を 与 え な か っ た が 、 レ プ チ ン

高 値 群 で は 大 豆 類 の 摂 取 量 が 少 な く 、 イ ソ フ ラ ボ ン な ど の 関

与 が 示 唆 さ れ た 。  

以 上 の こ と か ら 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 は 様 々 な 生 活 習 慣 病 の 原

因 で あ り 、 そ の 病 態 を 明 ら か に し 、 さ ら に 内 臓 脂 肪 型 肥 満 に

関 係 す る 栄 養 摂 取 状 況 を 明 ら か に す る こ と は 、 管 理 栄 養 士 が

そ の 予 防 に 向 け た 保 健 指 導 を 担 当 す る 上 で 重 要 で あ る と 考 え

る 。 わ れ わ れ は 2 0 0 6 年 よ り 職 域 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム 健 診 実 施 時 に 食 物 摂 取 頻 度 調 査 法 （ F F Q） を 用 い た 栄 養 調

査 を 継 続 し て 実 施 し て き た 。 そ れ に よ り 、 横 断 研 究 の み な ら

ず 、一 部 の 対 象 者 で は 経 年 的 な 変 化 も 検 討 す る こ と が で き た 。

本 研 究 で は 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 病 態 と 栄 養 摂 取 状 況 の 関 係 を

明 ら か に す る こ と を 目 的 と し 、 ４ つ 研 究 を 実 施 し た 。  

 以 降 、 次 章 よ り 各 研 究 の 詳 細 お よ び 考 察 を 、 第 6 章 で は 本

論 文 の 総 括 を 述 べ る 。  
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第 ２ 章  内 臓 脂 肪 型 肥 満 と そ の 合 併 症 の 検 討  

 

１ ． 緒 言  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム と は 、 一 般 的 に 内 蔵 脂 肪 型 肥 満

が 原 因 と な る 代 謝 疾 患 で あ る （ 1 - 3）。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ

ー ム は 、以 前 よ り シ ン ド ロ ー ム X、イ ン ス リ ン 抵 抗 性 症 候 群 、

死 の 四 重 奏 と し て も 知 ら れ て い た 。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム は 、糖 代 謝 異 常（ 2 型 糖 尿 病 、耐 糖 能 異 常 、空 腹 時 高 血 糖 な

ど ）、イ ン ス リ ン 抵 抗 性 、中 心 性 肥 満 、脂 質 代 謝 異 常 、高 血 圧

な ど が 複 合 し た 病 態 で あ り 、 心 血 管 疾 患 の リ ス ク 因 子 と さ れ

て い る 。 こ れ ら の 疾 患 を 複 数 有 し て い る 者 で は 、 心 血 管 疾 患

の 発 症 リ ス ク が よ り 高 く な る 。 こ れ ま で の 疫 学 研 究 で 、 過 剰

な 内 臓 脂 肪 の 蓄 積 と メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 関 係 に つ い

て 報 告 さ れ て い る 。 中 等 度 の 肥 満 者 で は 、 体 格 指 数 ( B o d y  

M a s s  I n d e x ;  B M I )よ り も 体 脂 肪 の 分 布 が 代 謝 性 疾 患 や 心 血 管

疾 患 の 発 症 の 重 要 な 指 標 に な る と 報 告 さ れ て い る （ 4 - 6）。  
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２ ． 目 的  

 本 研 究 で は 、内 臓 脂 肪 の 蓄 積 が 、高 血 圧 、糖 尿 病 、脂 質 異 常

症 、 高 尿 酸 血 症 、 脂 肪 肝 な ど の 脂 肪 細 胞 の 質 的 異 常 に よ る 肥

満 合 併 症 の 病 態 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る こ と を 目 的 と し て 、

腹 部 C T 検 査 に よ り 内 臓 脂 肪 面 積 お よ び 皮 下 脂 肪 面 積 の 測 定

が 可 能 で あ っ た 健 診 受 診 者 を 対 象 に 、 健 康 診 断 の 検 査 項 目 の

う ち 代 謝 異 常 や 動 脈 硬 化 性 疾 患 を 反 映 す る 血 液 検 査 値 と 内 臓

脂 肪 面 積 と の 関 係 に つ い て 検 討 し 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 お よ び メ タ

ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 症 例 の 病 態 、 特 に 生 活 習 慣 病 の 発 症 リ

ス ク と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。  
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３ ． 方 法  

2 0 0 1 年 に 某 健 診 セ ン タ ー に お い て 、オ プ シ ョ ン 検 査 と し て

腹 部 C T 検 査 に よ る 内 臓 脂 肪 面 積 測 定 を 加 え た メ タ ボ リ ッ ク

シ ン ド ロ ー ム 健 診 を 受 診 し た 3 7 6 名 （ 男 性 3 4 5 名 、 女 性 3 1

名 ） を 対 象 と し た 。 対 象 者 の 平 均 年 齢 は 5 1 歳 （ 3 8～ 6 8 歳 ）

で あ っ た 。  

身 体 計 測 と し て は 、 身 長 、 体 重 、 B o d y  M a s s  I n d e x ( B M I )、

収 縮 期 血 圧 、 拡 張 期 血 圧 を 測 定 し た 。  

血 液 生 化 学 検 査 は 夕 食 後 よ り 絶 食 し 、上 腕 静 脈 で 採 血 し た 。

項 目 と し て 、 空 腹 時 血 糖 、 H b A 1 c 、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 H D L

コ レ ス テ ロ ー ル 、ト リ グ リ セ リ ド 、尿 酸 、A S T、A LT、γ G T P、

ア ミ ラ ー ゼ を 測 定 し た 。  

 内 臓 脂 肪 面 積 は 臍 レ ベ ル の 腹 部 C T 画 像 よ り 腹 部 C T に 付

属 し た ソ フ ト ウ エ ア を 用 い て 測 定 し た 。 脂 肪 肝 の 診 断 は 肝 臓

の C T 値 （ 平 均 ハ ン ス フ ィ ー ル ド 値 ） を 用 い て 行 っ た 。  

 測 定 値 は 平 均 ±標 準 偏 差（ S D）で 示 し た 。２ 群 間 の 平 均 値 の

差 の 検 定 は 、 対 応 の な い t 検 定 に よ り 行 っ た 。 P＜ 0 . 0 5 を 有

意 差 あ り と し た 。 統 計 解 析 は S t a t  Vi e w（ v e r. 5、 日 本 語 版 、

S A S 社 ） を 用 い た 。  
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４ ． 結 果  

 対 象 者 3 7 6 名 の う ち 、 男 性 3 4 5 名 中 、 肥 満 者 （ B M I≧ 2 5）

は 1 3 1 名 （ 3 8％ ）、 内 臓 脂 肪 蓄 積 者 （ V FA≧ 1 0 0 c m 2 ） は 2 0 9

名（ 6 1％ ）で あ っ た 。一 方 、女 性 3 1 名 中 、肥 満 者（ B M I≧ 2 5）

は 9 名（ 2 9％ ）、内 臓 脂 肪 蓄 積 者（ V FA≧ 1 0 0 c m 2 ）は 6 名（ 1 9％ ）

で あ っ た 。B M I＜ 2 5 か つ 内 臓 脂 肪 面 積（ V FA）＜ 1 0 0 c m 2 の 者

は 1 3 4 名 （ 男 性 11 3 名 、 女 性 2 1 名 ）、 B M I ＜ 2 5 か つ

V FA≧ 1 0 0 c m 2 の 者 は 1 0 2 名（ 男 性 1 0 1 名 、女 性 1 名 ）、B M I≧ 2 5

か つ V FA＜ 1 0 0 c m 2 の 者 は 2 7 名 （ 男 性 2 3 名 、 女 性 4 名 ）、

B M I≧ 2 5 か つ V FA≧ 1 0 0 c m 2 の 者 は 11 3 名（ 男 性 1 0 8 名 、女

性 5 名 ） で あ っ た 。  

身 体 計 測 値 と 生 化 学 検 査 値 に つ い て 、 V FA ＜ 1 0 0 c m 2 と

V FA≧ 1 0 0 c m 2 の 2 群 に 分 け て 示 し た（ 表 2 - 1）。V FA≧ 1 0 0 c m 2

の 群 で は 、体 重 、B M I、収 縮 期 血 圧 、拡 張 期 血 圧 、空 腹 時 血 糖 、

総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ グ リ セ リ ド 、 尿 酸 、 A LT が V FA＜

1 0 0 c m 2 の 群 と 比 較 し て 有 意 に 高 値 で あ っ た 。ま た 、内 臓 脂 肪

が 過 剰 に 蓄 積 し た 者 は H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、ア ミ ラ ー ゼ 、肝

C T 値 が 有 意 に 低 値 で あ っ た 。  

 身 体 計 測 値 と 生 化 学 検 査 値 に つ い て 、B M I＜ 2 5 と B M I≧ 2 5

の ２ 群 に 分 け て 示 し た（ 表 2 - 2）。B M I≧ 2 5 の 肥 満 群 は 、体 重 、

収 縮 期 血 圧 、 拡 張 期 血 圧 、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ グ リ セ リ

ド 、 A LT が B M I＜ 2 5 の 非 肥 満 群 と 比 較 し て 有 意 に 高 値 で あ

っ た 。ま た 、肥 満 群 は H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、肝 C T 値 が 非 肥

満 群 と 比 較 し て 有 意 に 低 値 で あ っ た 。 ま た 、 肥 満 群 は 、 皮 下

脂 肪 面 積 と 内 臓 脂 肪 面 積 が 非 肥 満 群 と 比 較 し て 有 意 に 高 値 で
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あ っ た 。  

 

  



27 
  

５ ． 考 察  

本 研 究 で は 、 健 康 診 断 で 得 ら れ た 身 体 計 測 値 と 血 液 生 化 学

検 査 値 に つ い て B M I と 内 臓 脂 肪 面 積 を も と に 群 分 け し て 比

較 検 討 し た 。肥 満 は 、糖 尿 病 、高 血 圧 、脂 質 代 謝 異 常 、最 終 的

に は 心 血 管 疾 患 へ と 進 展 さ れ る 重 大 な リ ス ク 因 子 で あ る 。 通

常 、肥 満 度 は B M I で 判 定 さ れ る が 、B M I は 体 脂 肪 蓄 積 量 を 直

接 反 映 し て い る わ け で は な く 、 B M I の 増 加 よ り も 内 臓 脂 肪 の

蓄 積 の ほ う が 動 脈 硬 化 や 心 血 管 疾 患 の 発 症 に よ り 関 係 が 強 い

こ と が 報 告 さ れ て い る （ 1 - 7）。 B M I と 肥 満 の 合 併 症 の 発 症 と

の 一 定 の 傾 向 が 認 め ら れ な い 可 能 性 が あ る 一 方 で 、 内 臓 脂 肪

量 と 肥 満 の 合 併 症 の リ ス ク の 間 に は 強 い 正 の 相 関 を 認 め る と

考 え ら れ て お り 、 体 脂 肪 の 蓄 積 部 位 と な る 内 臓 脂 肪 と 皮 下 脂

肪 に ど れ く ら い の 量 の 脂 肪 が 蓄 積 す る か が 代 謝 障 害 の 重 要 な

指 標 に な る （ 4）。  

本 研 究 で は 、血 液 生 化 学 検 査 値 に お い て B M I に よ り 判 定 し

た 肥 満 の 有 無 と 、 内 臓 脂 肪 面 積 に よ り 測 定 し た 過 剰 な 内 臓 脂

肪 蓄 積 の 有 無 の い ず れ の 評 価 に つ い て も 、 血 圧 お よ び 総 コ レ

ス テ ロ ー ル 値 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 値 、 ト リ グ リ セ リ ド 値 、

A LT、な ど の 血 液 検 査 値 、さ ら に 肝 C T 値 に よ る 脂 肪 肝 の 程 度

に お い て 有 意 差 を 認 め た 。 空 腹 時 血 糖 値 、 血 中 尿 酸 値 に つ い

て は 、 B M I に よ る 肥 満 判 定 で は 有 意 差 を 認 め な か っ た が 、 内

臓 脂 肪 蓄 積 の 判 定 に よ る 比 較 で は 、 過 剰 な 内 臓 脂 肪 蓄 積 者 に

お い て 空 腹 時 血 糖 値 、 血 中 尿 酸 値 が 有 意 に 高 か っ た 。 す な わ

ち 、耐 糖 能 異 常 や 高 尿 酸 血 症 に つ い て は B M I の 増 加 よ り 内 臓

脂 肪 蓄 積 の 方 が よ り 大 き な 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ た 。 松 浦
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ら（ 8）は 尿 酸 代 謝 と 体 脂 肪 の 体 内 分 布 に 相 関 が あ る と 報 告 し

て い る 。す な わ ち 、内 臓 脂 肪 の 蓄 積 は 皮 下 脂 肪 の 蓄 積 よ り も 、

高 尿 酸 血 症 の 発 症 に よ り 密 接 な 関 係 が あ る こ と を 示 唆 し て い

る 。 内 臓 脂 肪 蓄 積 量 の 評 価 は 、 肥 満 を 評 価 す る 際 に 、 代 謝 障

害 を 発 症 す る リ ス ク の 高 い 肥 満 を 診 断 す る た め に 重 要 で あ る 。 

耐 糖 能 異 常 、 中 心 性 肥 満 、 脂 質 代 謝 異 常 、 高 血 圧 な ど の 代

謝 疾 患 が 複 数 合 併 し た 病 態 が メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム で あ

り 、 心 血 管 疾 患 の リ ス ク を 増 大 す る 。 腹 部 C T 検 査 は 高 価 で

あ る こ と や 放 射 線 被 曝 の リ ス ク か ら 繰 り 返 し 実 施 す る こ と が

困 難 で あ る た め 、 通 常 は 腹 部 C T 検 査 の 代 わ り に 内 臓 脂 肪 蓄

積 の 評 価 法 と し て ウ エ ス ト 周 囲 長 の 測 定 が 汎 用 さ れ て い る 。   

2 0 0 5 年 に 日 本 の 内 科 系 8 学 会 が 共 同 で 日 本 独 自 の メ タ ボ リ

ッ ク シ ン ド ロ ー ム 診 断 基 準 を 示 し た（ 9）。こ の 診 断 基 準 で は 、

日 本 人 の 内 臓 脂 肪 型 肥 満 を B M I で は な く ウ エ ス ト 周 囲 長 を

基 準 と し て 診 断 し て お り 、 男 性 は ≧ 8 5 c m、 女 性 は ≧ 9 0 c m の

場 合 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 と 定 義 し た 。 腹 腔 内 の 内 臓 脂 肪 の 蓄 積

は 高 血 圧 、 糖 尿 病 、 脂 質 代 謝 異 常 な ど 複 数 の リ ス ク を 増 大 さ

せ る 。本 研 究 で は 、内 臓 脂 肪 型 肥 満 者（ V FA≧ 1 0 0 c m 2 ）の 頻

度 は 、男 性 6 1％ 、女 性 1 9％ で あ っ た 。浦 島 ら（ 1 0）は 東 京 慈

恵 大 学 健 康 科 学 セ ン タ ー の デ ー タ を 使 用 し 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満

（ 男 性 は 腹 囲 ≧ 8 0 c m、女 性 は 腹 囲 ≧ 9 0 c m）は 、男 性 4 6 . 2％ 、

女 性 1 2 . 3％ で あ っ た と 報 告 し て い る 。 対 象 者 の 平 均 年 齢 が 高

か っ た た め 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 有 病 率 が 高 く な っ た と 考 察 し

て い る 。  

日 本 人 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 診 断 に 用 い て い る ウ エ
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ス ト 周 囲 長 の カ ッ ト オ フ 値 の 妥 当 性 に つ い て は 、 い ま だ に 大

き な 論 争 と な っ て い る （ 11 ,  1 2）。 も と も と 、 内 臓 脂 肪 の 蓄 積

量 が 少 な い 女 性 に つ い て は 、 よ り 詳 細 に ウ エ ス ト 周 囲 長 と メ

タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 病 態 と の 関 係 を 明 ら か に し た 上 で 、

内 臓 脂 肪 蓄 積 に 関 す る よ り 妥 当 な 評 価 方 法 を 考 案 し て い く 必

要 が あ る と 考 え る 。  
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６ ． ま と め  

 本 研 究 で は 、 肥 満 患 者 の う ち B M I に よ っ て 判 定 し た 肥 満

者 よ り 内 臓 脂 肪 面 積 に よ り 診 断 し た 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 に 糖 代

謝 異 常 、 高 尿 酸 血 症 を 認 め る 頻 度 が 高 か っ た 。 内 臓 脂 肪 型 肥

満 者 で は 生 活 習 慣 病 の 発 症 頻 度 が 高 く 、 糖 尿 病 や 高 尿 酸 血 症

の 発 症 に 十 分 留 意 す る 必 要 が あ る 。  今 後 さ ら に 、 内 臓 脂 肪

蓄 積 に 関 す る 適 切 な 評 価 方 法 を 開 発 す る こ と も 含 め 、 心 血 管

疾 患 リ ス ク の 早 期 発 見 に 有 用 な 新 し い メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ

ー ム の 診 断 法 を 考 え て い く 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。  
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第 ３ 章  内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

 

１ ． 緒 言  

肥 満 は 、 体 内 に 過 度 に 脂 肪 が 蓄 積 し た 状 態 を 指 し 、 特 に 内

臓 脂 肪 型 肥 満 で は そ の 約 9 割 に 糖 尿 病 、 高 血 圧 、 動 脈 硬 化 性

疾 患 な ど の 合 併 症 が 認 め ら れ 、 残 り 1 割 も そ の ま ま 放 置 す る

と 合 併 症 が 発 症 す る と 考 え ら れ て い る （ 1）。 現 在 、 一 般 的 に

肥 満 判 定 に 用 い ら れ て い る B o d y  M a s s  I n d e x（ B M I） は 、 特

別 な 測 定 器 具 を 必 要 と せ ず 、 簡 便 に 算 出 で き る が 、 B M I に

よ る 肥 満 判 定 の み で は 身 体 現 象 と し て の 「 肥 満 」 の 中 か ら 、

医 学 的 な 見 地 で 減 量 治 療 が 必 要 な 「 肥 満 症 」 を 判 別 す る こ と

は 不 可 能 で あ る 。 日 本 肥 満 学 会 の ガ イ ド ラ イ ン （ 1） に よ れ

ば 、 肥 満 は 内 臓 脂 肪 型 と 皮 下 脂 肪 型 に 分 別 さ れ 、 内 臓 脂 肪 型

と 判 別 で き れ ば 、「 肥 満 症 」 と 診 断 す る ア プ ロ ー チ が 用 い ら

れ て い る 。 近 年 、 肥 満 が 原 因 と な る と 考 え ら れ て い る 糖 尿

病 、 脂 質 異 常 症 、 高 血 圧 な ど の 生 活 習 慣 病 の 発 症 原 因 に 脂 肪

細 胞 由 来 の 生 理 活 性 物 質 で あ る ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン な ど の

分 泌 動 態 が 関 与 し て い る こ と が 明 ら か に な り 、 内 臓 脂 肪 蓄 積

の 有 無 を 判 定 す る こ と が よ り 重 要 と な っ て き た （ 2）。  

従 来 、 体 脂 肪 の 蓄 積 状 況 か ら み た 肥 満 の 判 定 と し て は 、 ウ

エ ス ト ・ ヒ ッ プ 比 に よ る 上 半 身 肥 満 と 下 半 身 肥 満 の 判 定 が 用

い ら れ 、 そ の 後 、 臍 の 高 さ で 腹 部 C T 断 面 像 を 撮 影 し 、 腹 腔

内 内 臓 脂 肪 面 積 （ V） と 腹 壁 皮 下 脂 肪 （ S） の 面 積 比 V / S 比

を 求 め る 方 法 が 用 い ら れ て き た 。 現 在 、 わ が 国 で は 内 臓 脂 肪

面 積 ≧ 1 0 0 c m 2 が 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 判 定 基 準 と な っ て い る
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（ 3） が 、 腹 部 C T は 放 射 線 被 曝 の 問 題 も あ り 、 繰 り 返 し 測

定 す る こ と が 困 難 で あ る こ と か ら 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 簡 便 な

判 定 法 が 検 討 さ れ 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 を ス ク リ ー ニ ン グ 法 と し

て 使 用 し て い る （ 1）。  

近 年 、 皮 下 脂 肪 型 肥 満 に 比 べ 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 は イ ン ス リ

ン 抵 抗 性 の 誘 因 と な り 、 糖 代 謝 異 常 、 脂 質 代 謝 異 常 、 血 圧 上

昇 な ど を 重 複 し て 発 症 し 、 急 速 に 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 リ ス

ク が 高 ま る こ と が 明 ら か に な り 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム

と い う 疾 患 概 念 が 注 目 さ れ る よ う に な っ た 。  

 欧 米 で は 、 1 9 9 9 年 以 降 、 W H O、 E u r o p e a n  G r o u p  f o r  t h e  

S t u d y  o f  I n s u l i n（ E S I R）、 N a t i o n a l  C h o l e s t e r o l  E d u c a t i o n  

P r o g r a m ’s  A d u l t  Tr e a t m e n t  P a n e lⅢ （ AT PⅢ ）、 A m e r i c a n  

A s s o c i a t i o n  o f  C l i n i c a l  E n d o c r i n o l o g i s t（ A A C E）、

I n t e r n a t i o n a l  D i a b e t e s  F e d e r a t i o n  （ I D F） か ら 、 そ れ ぞ

れ の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 診 断 基 準 が 発 表 さ れ て き

た 。 わ が 国 に お い て も 、 2 0 0 5 年 4 月 に 日 本 内 科 学 会 を 中 心

と し た 8 学 会 か ら な る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 診 断 基 準

委 員 会 か ら 、 わ が 国 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 定 義 と 診

断 基 準 が 発 表 さ れ （ 3）、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 疾 患 概

念 の 認 識 が 高 ま っ て い る 。 一 方 、 厚 生 労 働 省 は 、 従 来 か ら 生

活 習 慣 病 に 関 す る 一 次 予 防 ・ 二 次 予 防 施 策 を 推 進 し て き た

が 、「 健 康 日 本 2 1」 の 中 間 評 価 に お け る 暫 定 直 近 実 績 値 で

は 、 健 康 状 態 お よ び 生 活 習 慣 の 改 善 が み ら れ な い か 、 も し く

は 悪 化 し て い る 現 状 が み ら れ る （ 4）。 そ こ で 、 平 成 2 0 年 度

か ら メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 概 念 を 取 り 入 れ た 特 定 健



37 
  

診 ・ 特 定 保 健  指 導 が 導 入 さ れ る こ と に な り 、 医 療 保 険 者 に

対 し て 、 4 0～ 7 4 歳 の 被 保 険 者 と 被 扶 養 者 に 対 し 特 定 健 診 ・

特 定 保 健 指 導 が 義 務 化 さ れ た 。 そ し て 、 事 後 の 保 健 指 導 を 担

当 す る 者 と し て 医 師 、 保 健 師 に 管 理 栄 養 士 が 加 わ る こ と と な

っ た （ 5）。 実 際 の 保 健 指 導 の 実 施 に 当 た っ て は 、 内 臓 脂 肪 型

肥 満 に 着 目 し た ス ク リ ー ニ ン グ や 、 要 因 と な る 生 活 習 慣 を 明

確 化 し 、 行 動 変 容 へ と つ な が る 保 健 指 導 が 行 わ れ る こ と が 期

待 さ れ て い る 。 管 理 栄 養 士 は 従 来 の 疾 病 治 療 中 心 の 栄 養 指 導

か ら 栄 養 を 中 心 と し た 予 防 医 療 の 現 場 で 中 心 的 な 役 割 を 担 う

こ と と な っ た 訳 で あ る 。 そ の た め に は 管 理 栄 養 士 の 視 点 か

ら 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 の 栄 養 療 法 に 関 す る エ ビ デ ン ス を 構 築

し て い く 必 要 が あ る 。  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 の 栄 養 摂 取 状 況 に つ い て

は 、 松 澤 ら （ 6） が 内 臓 脂 肪 蓄 積 者 の 生 活 習 慣 上 の 特 徴 を 検

討 し て い る が 、「 食 事 を 満 足 す る ま で 食 べ る 」、「 間 食 ・ 夜 食

が 多 く 、  甘 い 飲 料 水 や ス ナ ッ ク 菓 子 ・ ア イ ス ク リ ー ム を 好

む 」、「 料 理 に 砂 糖 を よ く 使 う 」、 な ど を 挙 げ て い る 。 ま た 、

横 山 ら （ 7） は 2 型 糖 尿 病 患 者 に 対 す る ア ン ケ ー ト に よ り 、

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 関 連 因 子 と し て B M I、

H b A 1 c 、 血 圧 、 中 性 脂 肪 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル に 着 目 し 、

そ れ ら が 「 食 べ る の が 速 い 」 と 有 意 に 関 連 し て い た と 報 告 し

て い る 。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 発 症 要 因 と な る 内 臓 脂

肪 蓄 積 に 関 し て は 、 森 田 ら （ 8） は 「 早 食 い 、 油 っ こ い も の

を 好 む 」、「 欠 食 す る 」、「 摂 取 食 品 数 が 少 な い 」、  な ど の 食 習

慣 が 内 臓 脂 肪 量 の 蓄 積 を 増 大 さ せ る と 述 べ 、 小 泉 ら （ 9） は
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内 臓 脂 肪 型 肥 満 で は 、「 外 食 の 比 率 が 多 い 」 と 報 告 し て お

り 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム を 誘 発 す る 食 嗜 好 ・ 食 行 動 が

明 ら か に な っ て き て い る 。 そ の 一 方 で 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド

ロ ー ム の 発 症 と 栄 養 摂 取 状 況 に 関 す る 報 告 は 少 な く 、 肥 後 ら

（ 1 0） は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 患 者 に 自 記 式 の 栄 養 調

査 を 実 施 し 、「 摂 取 エ ネ ル ギ ー が 日 本 人 の 平 均 摂 取 量 を 上 回

っ て い る 」、「 摂 取 脂 質 エ ネ ル ギ ー 比 率 、 摂 取 飽 和 脂 肪 酸 の 比

率 が 適 正 比 率 を 上 回 っ て い る 」 と 報 告 し て い る が 、 そ の 他 で

は 、 Ｃ Ｔ を 用 い た 内 臓 脂 肪 面 積 の 計 測 に よ っ て 内 臓 脂 肪 蓄 積

を 評 価 し た 研 究 で 、 こ の よ う な 栄 養 摂 取 状 況 を 明 ら か に し た

研 究 は 報 告 さ れ て い な い 。  
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２ ． 目 的  

本 研 究 で は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム を タ ー ゲ ッ ト に 今

後 実 施 さ れ る 特 定 健 康 診 査 お よ び 特 定 保 健 指 導 の 対 象 と な る

内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 の 栄 養 学 的 特 徴 を 明 ら か に し 、 今 後 の 保 健

指 導 を 行 う に 際 し て の エ ビ デ ン ス を 確 立 す る た め に 、 内 臓 脂

肪 蓄 積 の 判 定 指 標 で あ る 腹 部 C T 検 査 に よ る 内 臓 脂 肪 面 積

（ V FA） お よ び ウ エ ス ト 周 囲 長 に よ り 肥 満 の 群 分 け を 行 い 、

内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 と 非 該 当 者 の 健 診 検 査 デ ー タ お よ び 栄 養 摂

取 状 況 の 特 徴 を 比 較 検 討 し た 。  
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３ ． 方 法  

2 0 0 6 年 1 2 月 ～ 2 0 0 7 年 3 月 に 某 セ ン タ ー に お い て 実 施 し

た メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 健 診 を 受 診 し た 1 9 0 名 の う ち 、

食 物 摂 取 頻 度 調 査 が 実 施 で き た の は 1 8 8 名 で あ っ た （ 回 収 率

9 9 %）。 こ の う ち 、 腹 部 C T 検 査 が 実 施 で き た 1 6 8 名 を 解 析

の 対 象 と し た 。 対 象 と な っ た 1 6 8 名 （ 平 均 年 齢 5 6 ± 6 歳 、 3 8

～ 7 9 歳 ） の 内 訳 は 男 性 1 3 3 名 （ 平 均 年 齢 5 6 ± 6 歳 、 3 8～ 7 9

歳 ）、 女 性 3 5 名 （ 平 均 年 齢 5 6 ± 7 歳 、 4 3～ 7 2 歳 ） で あ っ

た 。  

臍 部 で の 腹 部 単 純 C T 写 真 を 用 い て 、 皮 下 脂 肪 お よ び 腹 腔

内 の 内 臓 脂 肪 の 面 積 を 計 算 し た 。 内 臓 脂 肪 面 積 が 1 0 0 c m 2 以

上 で あ る も の を 内 臓 脂 肪 蓄 積 あ り と 判 定 し た 。  

測 定 項 目 は 、 身 体 計 測 と し て 、 身 長 、 体 重 、 B o d y  M a s s  

I n d e x（ B M I）、 ウ エ ス ト 周 囲 長 、 収 縮 期 血 圧 、 拡 張 期 血 圧 、

血 液 検 査 と し て 、 空 腹 時 血 糖 、 グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c

（ H b A 1 c ）、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 L D L

コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ グ リ セ リ ド 、 尿 酸 、 A S T、 A LT、

γ G T P、 総 ア ミ ラ ー ゼ を 測 定 し た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値

の 測 定 は E L I S A 法 に よ る 測 定 キ ッ ト （ 大 塚 製 薬 株 式 会 社 、

東 京 ） を 用 い て 外 部 委 託 に よ り 実 施 し た （ B M L 社 、 東 京 ）。

脂 肪 肝 の 指 標 と な る 肝 の C T 値 （ H o u n s f i e l d  u n i t :  H U） は

肝 右 葉 で 測 定 し た 。 肝 C T 値 ≦ 5 0 H U を 脂 肪 肝 と 判 定 し た 。  

栄 養 摂 取 状 況 の 評 価 は 、 食 物 摂 取 頻 度 調 査 ( F o o d  

F r e q u e n c y  Q u e s t i o n n a i r e： F F Q )（ シ ス テ ム サ プ ラ イ 社 ； 食

物 摂 取 頻 度 解 析 シ ス テ ム Ve r. 1 . 2 1）（ 11 , 1 2） に よ り 1 3 1 項 目
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か ら な る 自 記 式 質 問 紙 を 用 い て 実 施 し た 。 調 査 票 は 健 診 に 関

す る 資 料 に 同 封 し 、 事 前 に 送 付 し た 後 、 健 診 受 診 当 日 に 記 入

も れ の 確 認 を 行 っ た 。 な お 、 栄 養 調 査 の 実 施 に あ た っ て は 名

古 屋 学 芸 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て い る 。 調 査 票 に 説

明 文 書 を 添 付 し 、 承 諾 を 得 ら れ た 者 を 対 象 と し た 。  

食 物 摂 取 頻 度 調 査 で は 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 た ん ぱ く 質

摂 取 量 、 脂 質 摂 取 量 、 糖 質 摂 取 量 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 比 率

（ P F C 比 ）、 各 種 ビ タ ミ ン 摂 取 量 （ B 1 、 B 2 、 C、 D、 E

等 ）、 ミ ネ ラ ル 摂 取 量 （ F e、 C a、 M g 等 ）、 食 物 繊 維 摂 取 量 、

コ レ ス テ ロ ー ル 摂 取 量 、 脂 肪 酸 摂 取 量 （ 飽 和 脂 肪 酸 、 一 価 不

飽 和 脂 肪 酸 、 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 ）、 エ タ ノ ー ル 摂 取 量 、 食 塩

摂 取 量 等 の 栄 養 摂 取 状 況 お よ び 食 品 群 別 摂 取 状 況 に つ い て 検

討 し た 。 な お 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 比 率 に お い て 、 糖 質 摂 取 量 に

エ タ ノ ー ル 摂 取 量 を 加 え た エ ネ ル ギ ー 量 を 糖 質 摂 取 割 合 （ C

比 ） と し て 換 算 し た 。  

 喫 煙 歴 、 運 動 習 慣 な ど の 生 活 習 慣 は 、 健 診 時 の 調 査 用 紙 か

ら 検 討 し た 。  

対 象 は 、（ １ ） 内 臓 脂 肪 面 積 ( V FA )と B M I に よ り 、 ① V FA

＜ 1 0 0 c m 2 , B M I＜ 2 5（ 対 照 群 ）、 ② V FA＜ 1 0 0 c m 2 , B M I≧ 2 5

（ 内 臓 脂 肪 蓄 積 な し ・ 肥 満 ）、 ③ V FA≧ 1 0 0 c m 2 , B M I＜ 2 5

（ 内 臓 脂 肪 蓄 積 あ り ・ 非 肥 満 ）、 ④ V FA≧ 1 0 0 c m 2 , B M I≧ 2 5

（ 内 臓 脂 肪 型 肥 満 ）、 お よ び （ ２ ） メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム （ M S） の 診 断 基 準 に し た が っ て 、 ① メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド

ロ ー ム 非 該 当 群 （ 対 照 群 ）： ウ エ ス ト 周 囲 長 基 準 値 未 満 、 あ

る い は 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 基 準 値 以 上 で あ る が 血 圧 ・ 血 中 脂
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質 ・ 血 糖 の リ ス ク 項 目 が 基 準 値 に 該 当 し な い 、 ② M S 予 備

群 ： ウ エ ス ト 周 囲 長 基 準 値 以 上 で あ り リ ス ク 項 目 １ 項 目 該

当 、 ③ M S 群 ： ウ エ ス ト 周 囲 長 基 準 値 以 上 で あ り リ ス ク 項 目

２ 項 目 以 上 該 当 、 に 群 分 け を し 、 比 較 検 討 し た 。 な お 、 メ タ

ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 判 定 基 準 値 は 2 0 0 5 年 4 月 に 日 本 内

科 学 会 を 中 心 と し た 8 学 会 か ら な る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム の 診 断 基 準 委 員 会 に て 提 唱 さ れ た 、 ① 臍 部 ウ エ ス ト 周 囲 長

は 男 8 5 c m 以 上 、 女 9 0 c m 以 上 、 ② 空 腹 時 血 糖 ≧ 11 0 m g / d l、

③ 血 中 ト リ グ リ セ リ ド 値 ≧ 1 5 0 m g / d l か つ ／ ま た は H D L コ レ

ス テ ロ ー ル ＜ 4 0 m g / d l、 ④ 収 縮 期 血 圧 ≧ 1 3 0 m m H g か つ ／ ま

た は 拡 張 期 血 圧 ≧ 8 5 m m H g、 と し た （ 3）。  

デ ー タ は 平 均 ±標 準 偏 差 （ m ± S D） で 示 し た 。 統 計 学 的 解

析 は 、 統 計 解 析 ソ フ ト S t a t  Vi e w  Ve r. 5 . 0（ S P S S 社 、 イ リ ノ

イ 州 ） を 使 用 し た 。 ３ 群 以 上 の 平 均 値 の 差 の 検 定 は A N O VA

に よ り 多 重 比 較 を 行 い 、 p o s t - h o c 解 析 は F i s h e r で 行 っ た 。

頻 度 の 差 の 検 定 は χ ２ 検 定 に よ り 行 っ た 。 回 帰 分 析 は 一 次 回

帰 に よ り 検 討 し た 。 p＜ 0 . 0 5  を 有 意 差 あ り と 判 定 し た 。  
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４ ． 結 果  

（ １ ） B M I に よ る 肥 満 の 検 討 （ 表 3 - 1）  

B M I に よ る 肥 満 の 評 価 で は 、 B M I＜ 1 8 . 5 の 低 体 重 者 は 5

名 （ 男 2 名 、 女 3 名 ）、 1 8 . 5≦ B M I＜ 2 5 の 正 常 体 重 者 は 1 0 3

名 （ 男 7 8 名 、 女 2 5 名 ）、 B M I≧ 2 5 の 肥 満 者 は 6 0 名 （ 男 5 3

名 、 女 7 名 ） と 、 肥 満 者 は 全 体 の 3 6％ （ 男 4 0％ 、 女 2 0％ ）

で あ っ た 。  

 

（ ２ ） 内 臓 脂 肪 面 積 お よ び ウ エ ス ト 周 囲 長 に よ る 内 臓 脂 肪 蓄

積 の 検 討 （ 表 3 - 2 , 3 - 3）（ 図 3 - 1）  

内 臓 脂 肪 面 積 （ V FA） に よ る 評 価 で は 、 V FA＜ 1 0 0 c m 2 は

4 4 名 （ 男 2 5 名 、 女 1 9 名 ）、 V FA≧ 1 0 0 c m 2 は 1 2 4 名 （ 男

1 0 8 名 、 女 1 6 名 ） と 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 者 は 7 4％ （ 男 8 1％ 、 女

4 6％ ） で あ っ た 。 ウ エ ス ト 周 囲 長 に よ る 評 価 で は 、 ウ エ ス ト

周 囲 長 ＜ 基 準 値 は 7 4 名 （ 男 4 7 名 、 女 2 7 名 ）、 ウ エ ス ト 周

囲 長 ≧ 基 準 値 は 9 4 名 （ 男 8 6 名 、 女 8 名 ） と 、 内 臓 脂 肪 蓄

積 者 は 5 6％ （ 男 6 5％ 、 女 2 3％ ） で あ っ た （ 表 3 - 2）。  

内 臓 脂 肪 蓄 積 を 評 価 す る 指 標 で あ る 内 臓 脂 肪 面 積 と ウ エ ス

ト 周 囲 長 の 一 致 率 を 検 討 し た 。 V FA≧ 1 0 0 c m 2 と ウ エ ス ト 周

囲 長 ≧ 基 準 値 は 8 8 名 、 V FA＜ 1 0 0 c m 2 と ウ エ ス ト 周 囲 長 ＜ 基

準 値 は 3 8 名 、 併 せ て 両 者 の 判 定 が 一 致 し た の は 1 2 6 名 （ 男

1 0 1 名 、 女 2 5 名 ）、 一 致 率 は 7 5％ （ 男 7 6％ 、 女 7 1％ ） で あ

っ た 。 V FA≧ 1 0 0 c m 2 の 者 （ 1 2 4 名 ） の な か で ウ エ ス ト 周 囲

長 ＜ 基 準 値 の 者 は 3 6 名 （ 2 9％ ） で あ っ た 。 一 方 、 V FA＜
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1 0 0 c m 2 の 者 （ 4 4 名 ） の な か で ウ エ ス ト 周 囲 長 ≧ 基 準 値 の 者

は 6 名 （ 1 4％ ） で あ っ た （ 表 3 - 3）。  

ま た 、 内 臓 脂 肪 面 積 と ウ エ ス ト 周 囲 長 と の 相 関 係 数 は

r = 0 . 7 1 と 有 意 の 正 の 相 関 を 示 し た （ p＜ 0 . 0 1）（ 図 3 - 1）。  

 

（ ３ ） 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 検 討 （ 図 3 - 2 , 3 - 3）  

内 臓 脂 肪 細 胞 か ら 分 泌 さ れ る ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン の １ つ

で あ る ア デ ィ ポ ネ ク チ ン と 、 内 臓 脂 肪 面 積 （ V FA） お よ び ウ

エ ス ト 周 囲 長 と の 相 関 を 示 し た 。  

内 臓 脂 肪 面 積 （ V FA） と 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 相 関 係

数 は r = - 0 . 4 0 と 有 意 の 負 の 相 関 を 示 し た （ p＜ 0 . 0 1）（ 図 3 -

2）。 一 方 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 と 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 相 関

係 数 は r = - 0 . 1 9 と 相 関 を 示 さ な か っ た （ 図 3 - 3）。  

内 臓 脂 肪 面 積 ≧ 1 0 0 c m 2 の 者 に お け る 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ

ン 値 の 平 均 値 （ 7 . 4 ± 4 . 4  μ g / m l） は 内 臓 脂 肪 面 積 ＜ 1 0 0 c m 2 の

者 （ 11 . 5 ± 4 . 6  μ g / m l） と 比 較 し て 、 有 意 に 低 値 で あ っ た （ p

＜ 0 . 0 5）。  

ま た 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 ≧ 基 準 値 の 者 に お け る 血 中 ア デ ィ ポ

ネ ク チ ン 値 の 平 均 値 （ 7 . 4 ± 4 . 4  μ g / m l） は ウ エ ス ト 周 囲 長 ＜

基 準 値 の 者 の 平 均 値 （ 9 . 8 ± 4 . 9  μ g / m l） と 比 較 し て 、 有 意 に

低 値 で あ っ た （ p＜ 0 . 0 5）。  

 

（ ４ ） 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 実 態 調 査  

① 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 頻 度 （ 表 3 - 4）  
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内 臓 脂 肪 面 積 （ V FA） お よ び B M I に よ る 検 討 で は 、 1 6 8

名 中 、 ① V FA＜ 1 0 0 c m 2 , B M I＜ 2 5（ 対 照 群 ） 4 0 名 （ 男 2 2

名 、 女 1 8 名 ）、 ② V FA＜ 1 0 0 c m 2 , B M I≧ 2 5（ 内 臓 脂 肪 蓄 積 な

し ・ 肥 満 ） 4 名 （ 男 3 名 、 女 1 名 ）、 ③ V FA≧ 1 0 0 c m 2 , B M I＜

2 5（ 内 臓 脂 肪 蓄 積 あ り ・ 非 肥 満 ） 6 8 名 （ 男 5 8 名 、 女 1 0

名 ）、 ④ V FA≧ 1 0 0 c m 2 , B M I≧ 2 5（ 内 臓 脂 肪 型 肥 満 ） 5 6 名

（ 男 5 0 名 、 女 6 名 ） で あ っ た 。 B M I≧ 2 5 の 肥 満 者 6 0 名 中

（ 男 5 3 名 、 女 7 名 ）、 内 臓 脂 肪 蓄 積 を 認 め た 者 は 5 6 名 （ 男

9 4％ 、 女 8 6％ ） で 、 肥 満 者 の 9 3％ が 内 臓 脂 肪 型 肥 満 で あ っ

た 。 ま た 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 は 全 体 の 3 3％ （ 男 3 8％ 、 女

1 7％ ） で あ っ た 。  

 

② 飲 酒 状 況 、 喫 煙 状 況 、 運 動 習 慣 の 検 討 （ 表 3 - 5 , 3 - 6 , 3 - 7）  

飲 酒 状 況 の 評 価 と し て 、 純 エ タ ノ ー ル 摂 取 量 の 平 均 値 は

V FA＜ 1 0 0 c m 2 の 群 で は 2 0 . 1 ± 2 7 . 0 g /日 、 V FA≧ 1 0 0 c m 2 の 群

で は 2 8 . 2 ± 3 3 . 3 g /日 と 有 意 差 を 認 め な か っ た 。 ま た 、 1 日 飲

酒 量 が 6 0 g 以 上 の 大 酒 家 の 頻 度 は V FA＜ 1 0 0 c m 2 の 群 で は

4 4 名 中 4 名 （ 9 %）、 V FA≧ 1 0 0 c m 2 の 群 で は 1 2 4 名 中 1 4 名

（ 11 %） と 有 意 差 を 認 め な か っ た （ 表 3 - 5）。  

喫 煙 者 の 頻 度 は 、 V FA≧ 1 0 0 c m 2 の 1 2 4 名 中 4 1 名

（ 3 3 %）、 V FA＜ 1 0 0 c m 2 の 4 4 名 中 1 0 名 （ 2 3 %） で 、 内 臓 脂

肪 蓄 積 者 で 喫 煙 率 は 高 か っ た が 、 有 意 差 は 認 め な か っ た （ 表

3 - 6）。  
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週 １ 回 以 上 の 運 動 習 慣 が あ る 者 は 、 V FA＜ 1 0 0 c m 2 の 群 で

2 1 名 （ 4 8 %）、 V FA≧ 1 0 0 c m 2 の 群 で 5 2 名 （ 4 2 %） と 、 有 意

差 は 認 め な か っ た （ 表 3 - 7）。  

 

③ 健 診 検 査 項 目 の 検 討 （ 表 3 - 8）  

対 照 群 （ V FA＜ 1 0 0 c m 2 , B M I＜ 2 5） と 比 較 し て 、 そ の 他 の

３ 群 で は 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 、 体 重 、 全 脂 肪 面 積 が 有 意 に 高 値

で あ っ た 。 内 臓 脂 肪 蓄 積 が な い 肥 満 者 （ V FA＜

1 0 0 c m 2 , B M I≧ 2 5） で は 、 対 照 群 と 比 較 し て 、 空 腹 時 血 糖 、

H b A 1 c が 有 意 に 高 値 で あ っ た が 、 そ れ 以 外 の 項 目 で 有 意 差 は

な か っ た 。 一 方 、 V FA≧ 1 0 0 c m 2  の 内 臓 脂 肪 蓄 積 群 で は 、 対

照 群 と 比 較 し て 、 拡 張 期 血 圧 、 ト リ グ リ セ リ ド 、 尿 酸 、

γ G T P は 有 意 に 高 値 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 、 肝 臓 C T

値 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル は 有 意 に 低 値 で あ っ た 。 さ ら に 、

V FA≧ 1 0 0 c m 2 , B M I≧ 2 5 の 内 臓 脂 肪 型 肥 満 群 で は 、 対 照 群 と

比 較 し て 、 収 縮 期 血 圧 、 空 腹 時 血 糖 、 H b A 1 c 、 A S T、 A LT が

有 意 に 高 値 で あ り 、 総 ア ミ ラ ー ゼ が 有 意 に 低 値 で あ っ た 。 ま

た 、 V FA≧ 1 0 0 c m 2 の な か で 、 B M I＜ 2 5 と B M I≧ 2 5 の 群 間

で 有 意 差 を 認 め た 項 目 は 、 肝 臓 C T 値 、 収 縮 期 お よ び 拡 張 期

血 圧 、 ト リ グ リ セ リ ド 、 H b A 1 c 、 A LT、 A S T で あ っ た 。  

 

④ 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討 （ 表 3 - 9 , 3 - 1 0）  

対 照 群 （ V FA＜ 1 0 0 c m 2 , B M I＜ 2 5） と 比 較 し 、 内 臓 脂 肪 蓄

積 が な い 肥 満 群 （ V FA＜ 1 0 0 c m 2 , B M I≧ 2 5） で は 、 食 塩 摂 取

量 、 卵 類 摂 取 量 が 低 値 傾 向 を 示 し た が 、 有 意 差 は 認 め な か っ
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た 。 一 方 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 群 （ V FA≧ 1 0 0 c m 2 ） で は 、 エ ネ ル

ギ ー 摂 取 量 に 差 は な い が 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 比 率 （ P F C 比 ）

で は た ん ぱ く 質 摂 取 割 合 （ P 比 ） が 有 意 に 低 値 、 糖 質 摂 取 割

合 （ C 比 ） が 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 各 栄 養 素 に お い て は 、 カ

ル シ ウ ム 、 ビ タ ミ ン D、 ビ タ ミ ン B 2 、 食 物 繊 維 の 摂 取 量

が 、 有 意 に 低 値 で あ っ た （ 表 3 - 9）。 食 品 群 に お い て は 、 大

豆 類 、 乳 類 の 摂 取 量 が 、 有 意 に 低 値 で あ っ た （ 表 3 - 1 0）。 ま

た 、 B M I＜ 2 5 の 非 肥 満 群 で は 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 鉄 、 淡 色 野

菜 の 摂 取 量 も 有 意 に 低 か っ た 。 B M I≧ 2 5 の 肥 満 群 で は 、 カ

リ ウ ム 、 ビ タ ミ ン A、 カ ロ チ ン 、 ビ タ ミ ン E、 ビ タ ミ ン C、

果 物 類 の 摂 取 量 が 有 意 に 低 く 、 主 食 ・ 芋 類 の 摂 取 量 が 有 意 に

高 か っ た 。  

 

（ ５ ） メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 実 態 調 査  

① メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 頻 度 （ 表 3 - 11）  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 診 断 基 準 を 用 い た 判 定 で は 、

非 該 当 群 （ 対 照 群 ） 1 0 1 名 （ 男 7 2 名 、 女 2 9 名 ）、 M S 予 備

群 （ ウ エ ス ト 周 囲 長 基 準 値 以 上 で あ り リ ス ク 項 目 １ 項 目 該

当 ） 3 7 名 （ 男 3 1 名 、 女 6 名 ）、 M S 群 （ ウ エ ス ト 周 囲 長 基 準

値 以 上 で あ り リ ス ク 項 目 ２ 項 目 以 上 該 当 ） 3 0 名 （ 男 3 0 名 、

女 0 名 ） と 、 男 性 の 2 3％ が メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に 該

当 し た 。 ま た 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム あ る い は メ タ ボ リ

ッ ク シ ン ド ロ ー ム 予 備 群 に 該 当 し た の は 、 男 性 4 6％ 、 女 性

1 7％ で あ っ た 。  
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② 飲 酒 状 況 、 喫 煙 状 況 、 運 動 習 慣 の 検 討 （ 表 3 - 1 2 , 3 - 1 3 , 3 -

1 4）  

飲 酒 状 況 の 評 価 と し て 、 純 エ タ ノ ー ル 摂 取 量 の 平 均 値 は 対

照 群 （ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 非 該 当 群 ） で 2 2 . 1 ± 2 6 . 7 g /

日 、 M S 予 備 群 で 2 7 . 6 ± 2 9 . 6 g /日 、 M S 群 で 3 8 . 4 ± 4 5 . 9 g /日

と 、 M S 群 の 飲 酒 量 が 有 意 に 多 か っ た 。 ま た 、 1 日 飲 酒 量 が

6 0 g 以 上 の 大 酒 家 の 頻 度 は 、 対 照 群 で は 1 0 1 名 中 1 0 名

（ 1 0 %）、 M S 予 備 群 で は 3 7 名 中 3 例 （ 8 %）、 M S 群 で は 3 0

名 中 5 名 （ 1 7 %） と 有 意 差 を 認 め な か っ た （ 表 3 - 1 2）。  

対 照 群 の 喫 煙 者 は 1 0 1 名 中 3 1 名 （ 3 1 %）、 M S 予 備 群 3 7

名 中 9 名 （ 2 4 %）、 M S 群 3 0 名 中 11 名 （ 3 7％ ） と 、 差 は 認

め な か っ た （ 表 3 - 1 3）。  

週 １ 回 以 上 の 運 動 習 慣 が あ る 者 は 、 対 照 群 で は 1 0 1 名 中

4 4 名 （ 4 4 %）、 M S 予 備 群 で は 3 7 名 中 1 5 名 （ 4 1 %）、 M S 群

で は 3 0 名 中 1 4 名 （ 4 7 %） と 、 差 は 認 め な か っ た （ 表 3 -

1 4）。  

 

③ 健 診 検 査 項 目 の 検 討 （ 表 3 - 1 5）  

対 照 群 （ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 非 該 当 群 ） と 比 較 し

て 、 M S 予 備 群 は 、 体 重 、 B M I、 内 臓 脂 肪 面 積 、 皮 下 脂 肪 面

積 、 全 脂 肪 面 積 、 血 圧 、 尿 酸 、 A S T、 A LT が 有 意 に 高 値 、

H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 肝 臓 C T 値 が 有 意 に 低 値 で あ っ た 。 一

方 、 M S 群 で は 、 対 照 群 と 比 較 し て 、 体 重 、 B M I、 内 臓 脂 肪

面 積 、 皮 下 脂 肪 面 積 、 全 脂 肪 面 積 、 血 圧 、 ト リ グ リ セ リ ド 、
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空 腹 時 血 糖 、 H b A 1 c 、 尿 酸 、 A LT、 γ G T P が 有 意 に 高 値 、

H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 肝 臓 C T 値 が 有 意 に 低 値 で あ っ た 。  

ま た 、 M S 予 備 群 と M S 群 間 を 比 較 す る と 、 ト リ グ リ セ リ

ド 、 空 腹 時 血 糖 、 H b A 1 c 、 γ G T P に 有 意 差 を 認 め た 。  

 

④ 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討 （ 表 3 - 1 6 , 3 - 1 7）  

対 照 群 （ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 非 該 当 群 ） と 比 較 し

て 、 M S 予 備 群 で は 、 栄 養 お よ び 食 品 群 別 摂 取 量 に 有 意 差 は

な か っ た 。 し か し 、 M S 群 で は 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 差 は

な い が 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 比 率 （ P F C 比 ） で は 、 た ん ぱ く 質

お よ び 脂 質 摂 取 割 合 （ P、 F 比 ） が 有 意 に 低 値 で あ る 一 方 、

糖 質 摂 取 割 合 （ C 比 ） が 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 ま た 、 カ リ ウ

ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 ビ タ ミ ン A、 カ ロ チ ン 、 ビ タ ミ ン E、 ビ

タ ミ ン C、 食 物 繊 維 の 摂 取 量 は 有 意 に 低 く 、 エ タ ノ ー ル 摂 取

量 は 有 意 に 高 か っ た （ 表 3 - 1 6）。 食 品 群 別 の 摂 取 量 に お い て

は 、 油 脂 類 、 果 物 類 の 摂 取 量 が 有 意 に 低 か っ た （ 表 3 - 1 7）。  
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５ ．  考 察  

（ １ ） 内 臓 脂 肪 蓄 積 の 評 価  －  ウ エ ス ト 周 囲 長 と 内 臓 脂 肪 面

積 と の 関 係 （ 表 3 - 1 8）  

欧 米 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 診 断 基 準 の う ち 、

E S I R、 AT PⅢ 、 I D F に つ い て は 腹 部 肥 満 （ 内 臓 脂 肪 蓄 積 ）

を 必 須 と し て い る （ 1 3）。 腹 部 肥 満 の 定 義 に 関 し て は 、 人 種

差 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 人 種 に 応 じ て 異 な る ウ

エ ス ト 周 囲 長 の 診 断 基 準 が I D F か ら 提 唱 さ れ て い る 。 わ が

国 に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の ウ エ ス ト 周 囲 長 の 基

準 は 、 2 0 0 5 年 に 男 性 8 5 c m、 女 性 9 0 c m と 定 め ら れ た 。 一 方

で 、 国 際 糖 尿 病 連 合 （ I D F） が 2 0 0 7 年 に 、 日 本 を 含 む ア ジ

ア 地 域 の 診 断 基 準 に つ い て 見 直 し 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 の 基 準 を

男 性 9 0 c m、 女 性 8 0 c m と 定 め た （ 1 4）。 こ れ を き っ か け に 一

部 で 日 本 の ウ エ ス ト 周 囲 長 に 関 す る 異 論 が 出 始 め て い る 。 日

本 肥 満 学 会 の 見 解 で は 、 日 本 の 診 断 基 準 は 内 臓 脂 肪 に 基 づ い

て お り 、 内 臓 脂 肪 面 積 が 1 0 0 c m 2 に 相 当 す る 値 を 算 出 し た も

の と 説 明 さ れ た 。 今 回 の 検 討 で は 、 内 臓 脂 肪 面 積 と ウ エ ス ト

周 囲 長 は 強 く 相 関 し て お り 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 は 腹 部 C T に よ

る 内 臓 脂 肪 面 積 の 計 測 に 代 わ る 有 効 な 評 価 方 法 で あ る と 考 え

ら れ た 。  

今 回 の 対 象 者 に つ い て I D F の 新 し い ウ エ ス ト 周 囲 長 の 判

定 に 基 づ い て 検 討 す る と 、 内 臓 脂 肪 面 積 ≧ 1 0 0 c m 2 で あ り な

が ら ウ エ ス ト 周 囲 長 ＜ 基 準 値 の 者 が 3 6 名 か ら 6 5 名 に 増 加

す る （ 表 3 - 1 8） の で 、 現 行 の 日 本 の ウ エ ス ト 周 囲 長 の 基 準

値 は 、 今 回 の 検 討 で は 妥 当 で あ る と 考 え ら れ た 。  
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（ ２ ） 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 測 定 の 意 義 （ 図 3 - 4）  

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン は 、 皮 下 脂 肪 の 変 動 よ り も 内 臓 脂 肪

の 変 動 を 鋭 敏 に 反 映 す る ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン と し て 、 そ の

血 中 濃 度 が 内 臓 脂 肪 蓄 積 の 指 標 と な る と 考 え ら れ て い る 。

K a d o w a k i  e t  a l（ 1 5） は 、 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン は イ ン ス リ ン 感

受 性 を 亢 進 さ せ る ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン で あ り 、 そ の 異 常 が

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム や 心 血 管 病 の 重 要 な 原 因 で あ る と

す る ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 仮 説 を 提 唱 し て い る 。 ま た 、 Ry o  e t  a l

（ 1 6） は 低 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 血 症 が メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム の 臨 床 表 現 型 と 密 接 に 関 係 し て い る と 報 告 し て い る 。 ま

た 、 北 川 ら （ 1 7） は 性 別 、 喫 煙 な ど 生 活 習 慣 の リ ス ク を 総 合

的 に 反 映 す る マ ー カ ー と 考 え ら れ る と 述 べ て い る 。 本 研 究 に

お い て も 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン は 内 臓 脂 肪 蓄 積 と 有 意 の 逆 相

関 を 示 し て い た 。  

現 在 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン の 基 準 値 に つ い て 検 討 さ れ て

い る が 、 冠 動 脈 疾 患 と 対 照 群 と の カ ッ ト オ フ 値 と し て 、

4 . 0 μ g / m l 未 満 の 場 合 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 危 険 因

子 保 有 数 が ２ 以 上 と な り 、 マ ル チ プ ル リ ス ク を 保 有 す る と 報

告 さ れ て い る （ 1 8）。 今 回 の わ れ わ れ の 検 討 で は 、 内 臓 脂 肪

型 肥 満 お よ び メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム を 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク

チ ン 値 に よ り 診 断 す る こ と は 困 難 で あ っ た （ 図 3 - 4）。 血 中

ア デ ィ ポ ネ ク チ ン を メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の ス ク リ ー ニ

ン グ 検 査 に 用 い る に は 今 後 更 な る 検 討 が 必 要 で あ る と 考 え ら

れ た 。  



52 
  

 

（ ３ ） 内 臓 脂 肪 型 肥 満 お よ び メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 実

態  

平 成 1 8 年 度 の 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 （ 1 9） で は 、 4 0～ 7 4 歳

の 男 性 2 5 . 5％ 、 女 性 1 0 . 3％ の 者 が メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム に 該 当 す る と 推 定 さ れ 、 男 性 2 5 . 0％ 、 女 性 9 . 5％ の 者 が メ

タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 予 備 群 で あ る と 報 告 し て い る 。 本 研

究 で は 、 男 性 の 2 3％ が メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 、 2 3％ が

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 予 備 群 に 該 当 し 、 全 国 平 均 と ほ ぼ

同 じ で あ っ た 。 一 方 、 女 性 で は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該

当 者 は 0 名 、 1 7％ が メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 予 備 群 に 該 当

し た 。 今 回 、 女 性 の 対 象 者 で 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム が

少 な か っ た 理 由 と し て は 、 男 性 は 会 社 か ら 強 制 的 に 受 診 を 指

示 さ れ る が 、 女 性 で 自 主 的 に 健 診 を 受 診 す る 者 は 、 比 較 的 健

康 意 識 の 高 い 者 で あ る こ と が 影 響 し て い る 可 能 性 は あ る が 、

断 定 は で き な い 。  

 

（ ４ ） 健 診 検 査 項 目 に つ い て の 検 討  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に お い て 内 臓 脂 肪 の 蓄 積 に よ り

影 響 を 受 け る と 考 え ら れ 、 わ が 国 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム の 診 断 項 目 に あ げ ら れ て い る 血 圧 、 血 糖 、 血 中 脂 質 は 、 内

臓 脂 肪 型 肥 満 者 あ る い は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 に

お い て 対 照 群 と 比 較 し て 有 意 差 を 認 め た 。 加 え て 、 内 臓 脂 肪

型 肥 満 者 で は 、 尿 酸 、 A LT、 γ G T P、 お よ び 脂 肪 肝 の 指 標 と

な る 肝 臓 C T 値 に も 有 意 差 を 認 め た 。 一 方 、 B M I 2 5 以 上 の 肥
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満 者 で も 内 臓 脂 肪 面 積 が 1 0 0 c m 2 未 満 の 群 で は 、 血 糖 以 外 は

有 意 差 が 認 め な か っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 代 謝 異 常 に よ る

種 々 の 悪 影 響 は 、 B M I≧ 2 5 の 肥 満 者 よ り も 、 V FA≧ 1 0 0 c m 2

の 内 臓 脂 肪 蓄 積 者 に お い て 、 よ り 多 く 発 生 す る こ と が 示 さ れ

た 。 す な わ ち 、 肥 満 に 伴 う 代 謝 異 常 や 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症

を 考 え る 場 合 に は B M I の み で は な く 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 に 着 目

し た 検 討 が 必 要 で あ る こ と が 、 改 め て 示 さ れ た わ け で あ る 。  

 

（ ５ ） 飲 酒 、 喫 煙 、 運 動 習 慣 の 検 討  

飲 酒 、 喫 煙 や 運 動 習 慣 は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の リ

ス ク フ ァ ク タ ー と し て よ く 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

平 均 飲 酒 量 に つ い て は 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 群 と 対 照 群 と の 間

に 有 意 差 が な か っ た が 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 診 断 基

準 に よ る 判 定 で は M S 群 で 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 こ の 理 由 の

１ つ と し て 、 内 臓 脂 肪 の 蓄 積 に 飲 酒 が 加 わ る と メ タ ボ リ ッ ク

シ ン ド ロ ー ム の リ ス ク が 高 く な る こ と が 考 え ら れ る 。 た だ

し 、 6 0 g /日 以 上 の 大 酒 家 の 頻 度 は M S 群 に お い て 高 い わ け で

は な い の で 、 今 後 の 検 討 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

一 方 、 今 回 の 検 討 で は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者

に お い て 喫 煙 習 慣 、 運 動 習 慣 が 特 に 問 題 が あ る こ と は 明 ら か

に で き な か っ た 。 し か し な が ら 、 今 回 は 、 現 在 の 喫 煙 状 況 お

よ び 運 動 習 慣 の 有 無 の み の 調 査 で あ り 、 今 後 は 、 喫 煙 習 慣 に

つ い て は 正 確 な 喫 煙 年 数 や 本 数 、 運 動 習 慣 に つ い て は 強 度 や

時 間 等 、 さ ら に 詳 細 な 調 査 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  
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（ ６ ） 食 物 摂 取 状 況 に つ い て  

食 事 と 生 活 習 慣 病 な ど と の 関 連 を 明 ら か に す る に は 、 個 人

の 習 慣 的 な 食 事 摂 取 状 況 を 評 価 す る 必 要 が あ る 。 栄 養 調 査 法

に は 、 食 事 記 録 法 、 2 4 時 間 思 い 出 し 法 、 食 物 摂 取 頻 度 調 査

法 な ど が あ る 。 こ の う ち 、 食 物 摂 取 頻 度 調 査 法 は 、 個 人 の 習

慣 的 な 食 物 ・ 栄 養 素 の 摂 取 状 況 を 把 握 す る た め に 開 発 さ れ た

方 法 で あ る （ 2 0）。 そ の 特 徴 は 、 費 用 や 人 的 資 源 ・ 物 的 資 源

を さ ほ ど 必 要 と せ ず 、 さ ら に 多 人 数 の 調 査 に 適 し て い る こ と

で あ る 。 食 物 摂 取 頻 度 調 査 票 の 短 所 は 、 対 象 者 の 記 憶 に 依 存

す る こ と 、 食 事 摂 取 に 関 す る 詳 細 な 情 報 を 得 る こ と は 難 し い

の で 、 摂 取 量 の 推 定 が 、 2 4 時 間 思 い 出 し 法 や 食 事 記 録 法 ほ

ど 正 確 で は な い こ と が 挙 げ ら れ る 。 し か し な が ら 、 個 人 の メ

ニ ュ ー 選 択 な ど の 食 習 慣 の 把 握 に は 有 効 と 思 わ れ る 。 今 回

は 、 対 象 者 ・ 調 査 者 の 負 担 を 軽 減 す る た め に 自 記 式 で 、 あ ら

か じ め 対 象 者 に 記 入 し て も ら い 、 健 診 時 に 記 入 漏 れ を 確 認 す

る 方 法 で 、 精 度 を 高 め る よ う に し た 。  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 発 症 に は 過 食 と 運 動 不 足 が 大

き く 関 与 し て い る 。 食 事 内 容 で は 、 高 脂 血 症 と と も に 、 食 後

高 血 糖 を き た し や す い g l y c e m i c  l o a d の 高 い 食 事 は 、 高 イ ン

ス リ ン 血 症 も 惹 起 す る た め に 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の

関 連 が 注 目 さ れ て い る 。 今 回 の 検 討 に お い て 、 メ タ ボ リ ッ ク

シ ン ド ロ ー ム に 該 当 し た 群 は 、 ビ タ ミ ン ・ ミ ネ ラ ル が 不 足 し

が ち の 主 食 ・ 芋 類 が 多 い 高 糖 質 食 に 加 え 、 エ タ ノ ー ル を 多 く

摂 取 し て い た 。 こ れ は 、 代 謝 障 害 を 誘 発 し や す い 、 g l y c e m i c  

l o a d の 高 い 食 事 と 言 え る 。  
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過 剰 な エ ネ ル ギ ー 摂 取 と 運 動 不 足 が 肥 満 細 胞 へ の 脂 肪 蓄 積

に 関 与 し 、 肥 満 の 発 症 と 深 く 関 わ り が あ る こ と は よ く 知 ら れ

て い る が 、 今 回 の わ れ わ れ の 検 討 で は 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 に お

い て 特 に 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 が 高 い わ け で は な か っ た 。 し か

し 、 一 方 で 、 そ の エ ネ ル ギ ー を 構 成 す る 組 成 （ P F C 比 ） に

関 し て は 、 た ん ぱ く 質 （ P） お よ び 脂 質 （ F） の 摂 取 割 合 が

少 な く 、 糖 質 （ C） の 摂 取 割 合 が 多 か っ た 。 厚 生 労 働 省 の

「 国 民 栄 養 調 査 」（ 昭 和 3 5 年 、 5 5 年 ） お よ び 「 国 民 健 康 ・

栄 養 調 査 」（ 平 成 1 5 年 ） に よ れ ば 、 昭 和 3 5 年 で は

P 1 3 . 3 %、 F 1 0 . 6 %、 C 7 6 . 1 %、 昭 和 5 5 年 で は P 1 4 . 9 %、

F 2 3 . 6 %、 C 6 1 . 5 %、 平 成 1 5 年 で は P 1 5 . 0 %、 F 2 5 . 0 %、

C 6 0 . 0 %、 と 報 告 さ れ て い る 。 今 回 の 対 象 者 の う ち 内 臓 脂 肪

蓄 積 も な く 肥 満 で も な い 非 該 当 者 の P F C 比 は P 1 4 . 3 %、

F 2 4 . 2 %、 C 6 1 . 5 %と 昭 和 5 5 年 の 理 想 的 な 「 日 本 型 食 生 活 」

と い わ れ て い る P F C 比 と ほ ぼ 同 じ で あ っ た 。 一 方 、 内 臓 脂

肪 型 肥 満 者 は P 1 3 . 3 %、 F 2 2 . 0 %、 C 6 4 . 7 %で あ り 、 糖 質 の 比

率 は 若 干 高 い も の の 、 た ん ぱ く 質 ・ 脂 質 の 摂 取 量 は 極 端 に 不

足 し て い る わ け で は な か っ た 。  

一 般 に は 、 わ が 国 に お い て 経 年 的 な 脂 質 摂 取 量 の 増 加 が 肥

満 者 の 増 加 や 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 率 の 増 加 に 関 与 し て い る

と 考 え ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 今 回 の 検 討 で は 内 臓 脂 肪

型 肥 満 あ る い は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 に お い て 糖

質 摂 取 割 合 が 高 か っ た 。 そ の 理 由 の １ つ と し て 、 今 回 使 用 し

た 食 物 摂 取 頻 度 調 査 票 で は 主 食 に つ い て の 設 問 が 独 立 し て お

り 、 チ ャ ー ハ ン な ど の 米 飯 が 主 体 と な る メ ニ ュ ー を 多 く 摂 取
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す る 人 の 場 合 、 実 態 よ り 糖 質 摂 取 比 率 が 若 干 高 く な る 可 能 性

は あ る 。 し か し な が ら 、 今 回 の 栄 養 調 査 に 用 い た 調 査 票 は

1 9 9 0～ 1 9 9 3 年 の 名 古 屋 市 職 員 人 間 ド ッ ク 受 診 者 男 6 7 9 名 、

女 3 2 2 名 の １ 日 食 事 記 録 法 の デ ー タ を 基 礎 と し て お り 、 そ の

妥 当 性 は 証 明 さ れ て お り 、 様 々 な 疫 学 研 究 に 用 い ら れ て き た

（ 11 , 1 2）。 ま た 、 今 回 の 検 討 で は 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 も な く 肥 満

で も な い 健 常 者 お よ び メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 非 該 当 者 を

対 照 群 と し て の 比 較 検 討 で あ り 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 や メ タ ボ

リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 で は 糖 質 の 摂 取 比 率 が 高 い こ と は

確 実 で あ る と 考 え ら れ る 。 こ の こ と か ら 内 臓 脂 肪 蓄 積 に は 一

定 の 脂 肪 量 の 摂 取 に 加 え て 、 間 食 や 過 剰 な 主 食 摂 取 な ど の 関

与 が 示 唆 さ れ 、 今 後 こ の 点 に も 注 目 し た 栄 養 調 査 が 必 要 で あ

る と 考 え ら れ た 。  

ま た 、 本 研 究 は 、 断 面 的 調 査 で あ る た め 、 高 糖 質 食 と 内 臓

脂 肪 蓄 積 の ど ち ら が 原 因 な の か 、 結 果 な の か 、 断 定 で き な

い 。 し か し 、 宮 下 ら （ 2 1） が 4 週 間 実 施 し た 高 糖 質 食 と 低 糖

質 食 の 比 較 で 、 低 糖 質 食 に お い て 有 意 な 内 臓 脂 肪 の 減 少 を 認

め ら れ た と 報 告 し て い る こ と か ら 、 高 糖 質 食 が 内 臓 脂 肪 の 蓄

積 に つ な が る と 考 え ら れ る 。 2 0 0 6 年 に 日 本 肥 満 学 会 よ り 示

さ れ た 肥 満 症 の 食 事 療 法 で は （ 1）、 脂 肪 細 胞 の 質 的 異 常 タ イ

プ に 含 ま れ る 内 臓 脂 肪 型 肥 満 に は 肥 満 症 治 療 食 1 8～ 1 2

（ 1 8 0 0～ 1 2 0 0 k c a l） が 適 用 さ れ 、 脂 質 は 少 な め に 抑 え た 食

事 が 推 奨 さ れ て お り 、 通 常 、 減 量 に は エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 の 制

限 が 実 施 さ れ て い る が 、 今 回 の 結 果 を ふ ま え 、 内 臓 脂 肪 蓄 積
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型 肥 満 に お い て は エ ネ ル ギ ー 調 整 の み な ら ず 、 糖 質 摂 取 量 に

も 注 目 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。  

ビ タ ミ ン ・ ミ ネ ラ ル な ど の 微 量 栄 養 素 の 摂 取 に お い て も 、

対 照 群 と 比 較 し 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 を 認 め た 群 で 有 意 に 低 い 結 果

と な っ た 。 ビ タ ミ ン B 群 の エ ネ ル ギ ー 代 謝 へ の 関 与 は も ち

ろ ん の こ と 、 ビ タ ミ ン は 生 理 的 に 重 要 性 で あ り 、 不 足 す る こ

と で 色 々 な 弊 害 が 現 れ る 。 そ れ は ミ ネ ラ ル に お い て も 同 様 で

あ る 。 近 年 は 、 M g が 注 目 さ れ 、 横 田 （ 2 2） は 慢 性 的 食 事 性

M g 摂 取 不 足 が イ ン ス リ ン 抵 抗 性 や M S の 発 症 に 関 与 す る 可

能 性 が あ る こ と ( M g 仮 説 )、 韓 ら （ 2 3） は に が り に 含 ま れ る

塩 化 マ グ ネ シ ウ ム に よ る 抗 肥 満 作 用 と 脂 肪 肝 改 善 作 用 な ど を

報 告 し て い る 。 ま た 、 R a y s s i g u i e r ら （ 2 4） は ラ ッ ト を 用 い

た 研 究 で 、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 を も た ら す 高 シ ョ 糖 摂 取 と 低

M g 摂 取 が 合 わ さ る こ と で 発 現 す る 全 身 性 炎 症 が メ タ ボ リ ッ

ク シ ン ド ロ ー ム を 誘 発 す る と 述 べ て い る 。 以 上 の 研 究 は 、 高

糖 質 、 低 ビ タ ミ ン ・ ミ ネ ラ ル 食 が 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム の 誘 因 と な る 可 能 性 を 示 唆 し て お り 、 本 研 究 の デ ー タ を 支

持 す る も の と 考 え る 。  

今 後 は 、 長 期 追 跡 可 能 な 集 団 を 対 象 に 栄 養 摂 取 状 況 お よ び

運 動 習 慣 ・ 飲 酒 習 慣 な ど の 生 活 習 慣 と 内 臓 脂 肪 蓄 積 の 経 過 に

関 す る エ ビ デ ン ス の 蓄 積 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  
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６ ． ま と め  

 平 成 2 0 年 か ら 実 施 さ れ る 特 定 健 診 ・ 保 健 指 導 を 控 え 、 内

臓 脂 肪 蓄 積 と 健 診 検 査 項 目 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 の 関 係 に つ い

て 検 討 し た 。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 診 断 項 目 で あ る ウ

エ ス ト 周 囲 長 測 定 は 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 判 定 に 有 効 で あ る こ と が

示 さ れ た 。 内 臓 脂 肪 型 肥 満 で は 、 血 圧 の 上 昇 、 耐 糖 能 異 常 、

脂 質 代 謝 異 常 な ど の 異 常 が 認 め ら れ 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 に よ る 代

謝 異 常 の 発 生 と 考 え ら れ た 。 栄 養 摂 取 状 況 に お い て は 、 総 エ

ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 差 は な い が 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 は 、 ビ タ ミ

ン 、 ミ ネ ラ ル 、 食 物 繊 維 の 摂 取 が 少 な く 、 相 対 的 に 糖 質 の 多

い 食 事 内 容 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
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第 ４ 章  企 業 に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 実 態 調 査  

 

１ ． 緒 言  

肥 満 は 、 体 内 に 過 剰 に 脂 肪 が 蓄 積 し た 状 態 を 指 す が 、 蓄 積

し た 脂 肪 の 体 内 分 布 に よ り 、 肥 満 症 に み ら れ る 合 併 症 が 若 干

異 な る こ と が 知 ら れ て い る 。 主 に 腹 腔 内 に 脂 肪 が 蓄 積 す る 内

臓 脂 肪 型 肥 満 で は 、 脂 肪 細 胞 か ら ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン と 呼

ば れ る 物 質 が 分 泌 さ れ る よ う に な り 、 脂 肪 細 胞 の 質 的 異 常 を

認 め る よ う に な る 。 そ れ ら の ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン は イ ン ス

リ ン 抵 抗 性 の 亢 進 や 血 管 障 害 を 惹 起 し 、 糖 尿 病 、 高 血 圧 、 動

脈 硬 化 性 疾 患 な ど の 合 併 症 の 原 因 と な る （ 1）。 近 年 、 糖 代 謝

異 常 、 脂 質 代 謝 異 常 、 血 圧 上 昇 な ど が 重 複 し て 発 症 す る と 、

急 速 に 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 リ ス ク が 高 ま る こ と が 明 ら か に

な り 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム と い う 疾 患 概 念 が 注 目 さ れ

る よ う に な っ た （ 2）。 2 0 0 5 年 4 月 に 日 本 内 科 学 会 を 中 心 と

し た 8 学 会 か ら な る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 診 断 基 準 委

員 会 か ら 、 わ が 国 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 定 義 と 診 断

基 準 が 発 表 さ れ （ 3）、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 疾 患 概 念

の 認 識 が 高 ま っ て い る 。 一 方 、 厚 生 労 働 省 は 、 寝 た き り や 要

介 護 の 原 因 疾 患 と な る 脳 血 管 障 害 、 虚 血 性 心 疾 患 の 発 症 予 防

を 目 指 し 、 平 成 2 0 年 度 か ら メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 概

念 を 取 り 入 れ た 特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 を 導 入 す る こ と と し

た （ 4）。 具 体 的 に は 、 医 療 保 険 者 に 対 し て 、 4 0～ 7 4 歳 の 被

保 険 者 と 被 扶 養 者 に 対 し 特 定 健 診 を 義 務 付 け 、 そ の 結 果 、 メ

タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の リ ス ク フ ァ ク タ ー 有 す る 者 に は 特
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定 保 健 指 導 を 実 施 す る こ と ま で 義 務 化 さ れ た わ け で あ る 。 こ

れ ら の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 特 定 保 健 指 導 を 円 滑 に 実

施 す る た め に は 、 職 域 に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の

実 態 を 把 握 し 、 人 的 資 源 、 物 的 資 源 を 効 率 的 に 配 置 す る 必 要

が あ る 。  
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２ ． 目 的  

本 研 究 で は 、 職 域 に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 頻

度 、 血 液 検 査 デ ー タ お よ び 栄 養 摂 取 状 況 の 実 態 を 把 握 す る こ

と に よ り 、 企 業 に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 対 策 の 問

題 点 を 明 ら か に す る 。 さ ら に 、 管 理 栄 養 士 と し て 保 健 指 導 に

関 与 す る 場 合 の 課 題 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て い る 。  
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３ ． 方 法  

 対 象 は 某 企 業 の 職 域 健 診 を 受 診 し た 8 6 6 名 、 そ の 内 訳 は 男

性 7 7 1 名 （ 平 均 年 齢 4 3 歳 、 1 8～ 6 7 歳 ）、 女 性 9 5 名 （ 平 均

年 齢 4 5 歳 、 2 2～ 6 0 歳 ） で あ る 。  

測 定 項 目 と し て は 、 身 体 計 測 と し て は 、 身 長 、 体 重 、

B o d y  M a s s  I n d e x（ B M I）、 ウ エ ス ト 周 囲 長 、 収 縮 期 血 圧 、

拡 張 期 血 圧 、 血 液 検 査 と し て は 空 腹 時 血 糖 、 グ リ コ ヘ モ グ ロ

ビ ン A 1 c （ H b A 1 c ）、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 H D L コ レ ス テ ロ ー

ル 、 L D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 ト リ グ リ セ リ ド 、 尿 酸 、 A S T、

A LT、 γ G T P、 総 ア ミ ラ ー ゼ を 測 定 し た 。  

栄 養 摂 取 状 況 の 評 価 は 、 食 物 摂 取 頻 度 調 査 （ F o o d  

F r e q u e n c y  Q u e s t i o n n a i r e： F F Q）（ シ ス テ ム サ プ ラ イ 社 ； 食

物 摂 取 頻 度 解 析 シ ス テ ム Ve r. 1 . 2 1） に よ り 1 3 1 項 目 か ら な る

自 記 式 の 調 査 用 紙 を 用 い て 実 施 し た 。 調 査 用 紙 は 健 診 に 関 す

る 資 料 に 同 封 し 、 事 前 に 送 付 し た 後 、 健 診 受 診 当 日 に 記 入 も

れ の 確 認 を 行 っ た 。 な お 、 栄 養 調 査 の 実 施 に あ た っ て は 名 古

屋 学 芸 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 た 。 調 査 用 紙 に 説 明 文

書 を 添 付 し 、 承 諾 を 得 ら れ た 者 を 対 象 と し た 。  

食 物 摂 取 頻 度 調 査 で は 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 た ん ぱ く 質

摂 取 量 、 脂 質 摂 取 量 、 糖 質 摂 取 量 、 そ れ ぞ れ の 摂 取 比 率

（ P F C 比 ）、 各 種 ビ タ ミ ン 摂 取 量 （ B 1 、 B 2 、 C、 D、 E

等 ）、 ミ ネ ラ ル 摂 取 量 （ F e、 C a、 M g 等 ）、 食 物 繊 維 摂 取 量 、

コ レ ス テ ロ ー ル 摂 取 量 、 摂 取 脂 肪 酸 量 （ 飽 和 脂 肪 酸 、 一 価 不

飽 和 脂 肪 酸 、 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 ）、  エ タ ノ ー ル 摂 取 量 、 食 塩
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摂 取 量 等 の 栄 養 摂 取 状 況 及 び 食 品 群 別 摂 取 状 況 に つ い て 検 討

し た 。  

デ ー タ は 平 均 ±標 準 偏 差 （ m ± S D） で 示 し た 。 統 計 学 的 解

析 は S t a t Vi e w 5 . 0（ S P S S 社 、 U S A） を 使 用 し 、 ３ 群 間 の 平

均 値 の 差 の 検 定 は 分 散 分 析 の 後 、 p o s t - h o c 解 析 は F i s h e r 検

定 を 用 い た 。 頻 度 の 差 の 検 定 は χ 2 検 定 で 行 っ た 。 p＜ 0 . 0 5

を 有 意 差 あ り と 判 定 し た 。  

対 象 は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム （ M S） の 診 断 基 準 に

し た が っ て 、 ① M S 非 該 当 群 （ 対 照 群 ）： ウ エ ス ト 周 囲 長 基

準 値 未 満 、 あ る い は ウ エ ス ト 周 囲 長 は 基 準 値 以 上 で あ る が 血

圧 ・ 血 中 脂 質 ・ 血 糖 の リ ス ク 項 目 が 基 準 値 に 該 当 し な い 、

② M S 予 備 群 ： ウ エ ス ト 周 囲 長 基 準 値 以 上 ＋ リ ス ク 項 目 １ 項

目 該 当 、 M S 群 ： ウ エ ス ト 周 囲 長 基 準 値 以 上 ＋ リ ス ク 項 目 ２

項 目 以 上 該 当 、 に 群 分 け を し て 比 較 検 討 し た 。 な お 、 メ タ ボ

リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 判 定 基 準 値 は 2 0 0 5 年 4 月 に 日 本 内 科

学 会 を 中 心 と し た 8 学 会 か ら な る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム

の 診 断 基 準 委 員 会 に て 提 唱 さ れ た 、 ① 臍 部 ウ エ ス ト 周 囲 長 は

男 8 5 c m 以 上 、 女 9 0 c m 以 上 、 ② 空 腹 時 血 糖 ≧ 11 0 m g / d l、 ③

血 中 ト リ グ リ セ リ ド 値 ≧ 1 5 0 m g / d l か つ ／ ま た は H D L コ レ ス

テ ロ ー ル ＜ 4 0 m g / d l、 ④ 収 縮 期 血 圧 ≧ 1 3 0 m m H g か つ ／ ま た

は 拡 張 期 血 圧 ≧ 8 5 m m H g、 と し た 。  
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４ ． 結 果  

対 象 と し た 8 6 6 名 中 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 は

1 0 9 名 （ 1 3 %）、 予 備 群 1 4 6 名 （ 1 7 %）、 非 該 当 群 6 11 名

（ 7 1 %） で あ っ た 。 男 女 別 で 検 討 す る と 、 男 性 7 7 1 名 の う ち

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 は 1 0 8 名 （ 1 4 %）、 予 備 群

1 4 4 名 （ 1 9 %）、 非 該 当 群 5 1 9 名 （ 6 7 %） で あ っ た 。 一 方 、

女 性 9 5 名 の う ち 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 は 1 名

（ 1 %）、 予 備 群 2 名 （ 2 %）、 非 該 当 群 9 2 名 （ 9 7 %） で あ っ

た 。 今 回 対 象 と し た 女 性 で は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当

者 、 予 備 群 が 極 端 に 少 な か っ た た め 、 以 後 の 解 析 は 男 性 7 7 1

名 の み を 対 象 と し た 。  

表 4 - 1  に 対 象 者 の 、 表 4 - 2 に 平 成 1 6 年 、 1 7 年 厚 生 労 働 省  

国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 に よ る 全 国 平 均 値 の 男 女 別 ・ 年 代 別 の 肥

満 度 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 の

頻 度 を 示 す 。 男 性 に つ い て 、 3 0 歳 代 、 4 0 歳 代 、 5 0 歳 代 で い

ず れ も B M I≧ 2 5 お よ び ウ エ ス ト 周 囲 長 ≧ 基 準 値 の 者 が 若 干

多 い 傾 向 が み ら れ る が 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 の

頻 度 は ほ ぼ 全 国 平 均 と 同 じ で あ っ た 。  

表 4 - 3 に 年 齢 お よ び 身 体 計 測 値 を 示 す 。 平 均 年 齢 は 非 該 当

群 （ 4 0 ± 11 歳 ） と 比 較 し て 予 備 群 （ 4 7 ± 9 歳 ）、 M S 群

（ 4 9 ± 1 0 歳 ） は 有 意 に 高 く 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 発

症 に は 年 齢 に よ る 影 響 が 見 ら れ た 。 予 備 群 と M S 群 の 間 で は

年 齢 に よ る 差 は 認 め な か っ た 。  
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体 重 、 B M I は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群 は 有

意 に 高 値 で あ っ た 。 ま た B M I で は 予 備 群 と 比 較 し て M S 群

が 有 意 に 高 値 で あ っ た 。  

ウ エ ス ト 周 囲 長 は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群

は 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 予 備 群 と M S 群 の 間 に は 有 意 差 は な

か っ た 。  

血 圧 は 収 縮 期 血 圧 （ 最 高 血 圧 ）、 拡 張 期 血 圧 （ 最 低 血 圧 ）

と も に 、 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群 で は 有 意 に

高 値 で あ っ た 。 M S 群 で は 予 備 群 と 比 較 し て 、 血 圧 は さ ら 高

値 で あ っ た （ p＜ 0 . 0 1）。 高 血 圧 症 と 診 断 さ れ る 最 低 血 圧

9 0 m m H g 以 上 の 者 は 全 体 で 9 1 名 （ 1 2 %） で あ っ た 。 非 該 当

群 で は 2 0 名 （ 4 %）、 M S 予 備 群 で は 3 2 名 （ 2 2 %）、 M S 群 で

は 3 9 名 （ 3 6 %） で あ っ た 。 最 高 血 圧 1 4 0 m m H g 以 上 の 者 は

全 体 で 1 3 0 名 （ 1 7 %） で あ っ た 。 非 該 当 群 で は 3 0 名

（ 6 %）、 M S 予 備 群 で は 3 8 名 （ 2 6 %）、 M S 群 で は 6 2 名

（ 5 7 %） で あ っ た 。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の リ ス ク 数 が

多 く な る に つ れ 、 高 血 圧 の リ ス ク が 高 く な る と 考 え ら れ た 。  

表 4 - 4 に 血 液 検 査 成 績 を 示 す 。 脂 質 検 査 で は 、 総 コ レ ス テ

ロ ー ル は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群 で は 有 意 に

高 値 で あ っ た が 、 予 備 群 と M S 群 の 間 に 有 意 差 は な か っ た 。

ト リ グ リ セ リ ド は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群 は

有 意 に 高 値 で あ っ た 。 ま た M S 群 で は 予 備 群 と 比 較 し て ト リ

グ リ セ リ ド が さ ら に 高 値 で あ っ た （ p＜ 0 . 0 1）。 L D L コ レ ス

テ ロ ー ル は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群 は 有 意 に

高 値 で あ っ た が 、 予 備 群 と M S 群 間 に は 有 意 差 は な か っ た 。
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H D L コ レ ス テ ロ ー ル は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予

備 群 は 有 意 に 低 値 で あ っ た が 、 予 備 群 と M S 群 間 に は 有 意 差

は な か っ た 。  

糖 代 謝 検 査 で は 、 空 腹 時 血 糖 は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群

と そ の 予 備 群 は 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 ま た 予 備 群 と 比 較 し て

M S 群 は さ ら に 高 値 で あ っ た （ p＜ 0 . 0 1）。 H b A 1 c は 非 該 当 群

及 び 予 備 群 と 比 較 し て M S 群 は 有 意 に 高 値 で あ っ た が 、 非 該

当 群 と 予 備 群 間 に 有 意 差 は な か っ た 。  

尿 酸 値 は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 予 備 群 で は 有 意 に 高 値 で

あ っ た が 、 M S 群 と の 間 に は 有 意 差 を 認 め な か っ た 。  

総 た ん ぱ く 質 は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群 は

有 意 に 高 値 で あ っ た が 、 M S 予 備 群 と M S 群 間 に 有 意 差 は な

か っ た 。  

肝 機 能 検 査 で は 、 A S T、 A LT、 γ G T P、 コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群 は 有 意 に 高 値 で

あ っ た 。 ま た 、 γ G T P は M S 群 で は 予 備 群 と 比 較 し て さ ら に

高 値 で あ っ た （ p＜ 0 . 0 1）。  

ア ミ ラ ー ゼ は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 で は 有 意 に 低 値 で

あ っ た 。  

糖 尿 病 の 診 断 項 目 で あ る H b A 1 c  6 . 5 %以 上 の 者 は 、 全 体 で

3 1 名 （ 1 7 %） で あ っ た 。 非 該 当 群 で は 5 名 （ 1 %）、 M S 予 備

群 で は 3 名 （ 2 %）、 M S 群 で は 2 3 名 （ 2 3 %） で あ っ た

（ H b A 1 c 未 測 定 者  11 2 名 ）。  

脂 質 異 常 症 と 診 断 さ れ る ト リ グ リ セ リ ド 1 5 0 m g / d l 以 上 の

者 は 全 体 で 1 6 2 名 （ 2 1 %） で あ っ た 。 非 該 当 群 で は 4 4 名
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（ 9 %）、 M S 予 備 群 で は 4 0 名 （ 2 8 %）、 M S 群 で は 7 8 名

（ 7 2 %） で あ っ た 。 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 4 0 m g / d l 未 満 の 者

は 全 体 で 5 1 名 （ 7 %） で あ っ た 。 非 該 当 群 で は 1 6 名

（ 3 %）、 M S  予 備 群 で は 1 9 名 （ 1 3 %）、 M S 群 で は 1 6 名

（ 1 5 %） で あ っ た 。 L D L コ レ ス テ ロ ー ル 1 4 0 m g / d l 以 上 の 者

は 全 体 で 1 6 7 名 （ 2 5 %） で あ っ た 。 非 該 当 群 で は 8 7 名

（ 2 1 %）、 M S 予 備 群 で は 4 7 名 （ 3 4 %）、 M S  群 で は 3 3 名

（ 3 2 %） で あ っ た （ L D L コ レ ス テ ロ ー ル 未 測 定 者 11 2 名 ）。  

以 上 の よ う に 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 は 非 該 当

者 と 比 較 し て 、 糖 尿 病 、 高 血 圧 症 、 脂 質 異 常 症 と 診 断 さ れ る

者 が 多 か っ た 。  

表 4 - 5  に メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 、 予 備 群 、 非

該 当 者 の 栄 養 摂 取 量 の 平 均 値 を 示 す 。 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 及

び た ん ぱ く 質 摂 取 量 、 脂 質 摂 取 量 、 糖 質 摂 取 量 は 、 M S 群 、

予 備 群 、 非 該 当 群 の ３ 群 間 に 有 意 差 は 認 め な か っ た 。 一 方 、

エ ネ ル ギ ー 摂 取 比 率 （ P F C 比 ） で は 非 該 当 群 と 比 較 し M S 群

と 予 備 群 で は 炭 水 化 物 の 摂 取 比 率 （ C 比 ） が 有 意 に 高 値 で あ

り 、 脂 質 の 摂 取 比 率 は 有 意 に 低 値 で あ っ た 。 一 方 、 予 備 群 と

M S 群 間 で は 栄 養 摂 取 比 率 に 有 意 差 を 認 め な か っ た 。  

さ ら に 、 ３ 群 間 に お け る P F C 比 の バ ラ ン ス を 比 較 す る

と 、 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と そ の 予 備 群 で は 炭 水 化 物 の

摂 取 割 合 が 多 く 、 脂 質 の 摂 取 割 合 が 少 な か っ た （ 図 4 - 1）。  

1 日 あ た り の 飲 酒 量 （ エ タ ノ ー ル 摂 取 量 に 換 算 、 g /日 ） の

平 均 は 非 該 当 群 と 比 較 し て M S 群 と 予 備 群 で は 有 意 に 高 値 で

あ っ た 。 一  方 、 予 備 群 と M S 群 の 間 に は 有 意 差 は な か っ



98 
  

た 。 エ タ ノ ー ル 摂 取 量 が 1 日 2 0 g 未 満 の 者 は 非 該 当 群 で 3 9 7

名 （ 7 6％ ）、 予 備 群 で 8 7 名 （ 6 0 %）、 M S 群 で 6 5 名

（ 6 0％ ）、 2 0 g 以 上 6 0 g 未 満 摂 取 者 は 非 該 当 群 で 1 0 8 名

（ 2 1％ ）、 予 備 群 で 4 8 名 （ 3 3 %）、 M S 群 で 3 6 名 （ 3 3 %）、

6 0 g 以 上 摂 取 者 は 非 該 当 群 で 1 4 名 （ 3 %）、 予 備 群 で 9 名

（ 6 %）、 M S 群 で 7 名 （ 6 %） で あ っ た 。 M S 群 と 予 備 群 で は

非 該 当 群 と 比 較 し 1 日 に 2 0 g 未 満 の 適 正 飲 酒 者 の 頻 度 は 少 な

く 、 6 0ｇ 以 上 の 大 量 飲 酒 者 は 高 頻 度 で あ っ た （ p＜ 0 . 0 1）。  
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５ ． 考 察  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に お い て は 内 臓 脂 肪 の 蓄 積 に よ

り 血 圧 、 血 糖 、 血 中 脂 質 等 が 影 響 を 受 け る と 考 え ら れ る

（ 2）。 今 回 の 検 討 で は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 群 お よ び

そ の 予 備 群 で は 、 最 高 血 圧 、 最 低 血 圧 、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、

ト リ グ リ セ リ ド 、 L D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 H b A 1 c 、 空 腹 時 血

糖 、 A S T、 A LT、 γ G T P、 コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ が 、 非 該 当 群

と 比 較 し て 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 ま た 、 抗 動 脈 硬 化 作 用 が あ

る と 考 え ら れ て い る H D L コ レ ス テ ロ ー ル は メ タ ボ リ ッ ク シ

ン ド ロ ー ム 該 当 者 で は 有 意 に 低 値 で あ っ た 。 す な わ ち 、 肥 満

に 伴 う 代 謝 異 常 や 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 を 考 え る 場 合 に は 内

臓 脂 肪 蓄 積 に 着 目 し た 検 討 が 必 要 で あ る こ と が 示 さ れ た わ け

で あ る 。  

今 回 の 検 討 で は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 で は 高

血 圧 症 、 脂 質 異 常 症 、 血 糖 異 常 の 他 に 、 A S T、 A LT、  

γ G T P、 コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ な ど の 肝 機 能 検 査 の 平 均 値 が 有

意 に 高 値 で あ っ た 。 す な わ ち 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム で

は 飲 酒 に よ る ア ル コ ー ル 性 脂 肪 肝 と 肥 満 に よ る 非 ア ル コ ー ル

性 脂 肪 性 肝 疾 患 （ N A F L D） の リ ス ク が 高 い こ と を 反 映 し て

い る と 考 え ら れ る （ 5）。  

飲 酒 は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の リ ス ク フ ァ ク タ ー と し

て よ く 取 り 上 げ ら れ て い る （ 6）。 今 回 の 検 討 で は 、 平 均 飲 酒

量 に つ い て は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 お よ び 予 備

群 で は 非 該 当 者 と 比 較 し て 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 ま た 、 メ タ

ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 で は 1 日 エ タ ノ ー ル 摂 取 量 が
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2 0 g 以 下 の 適 正 飲 酒 量 の 者 は 少 な く 、 6 0 g /日 以 上 の 大 酒 家 の

頻 度 が 高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。  

一 方 、 今 回 の 検 討 で は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 発 症 に

関 与 し て い る と 報 告 さ れ て い る 生 活 習 慣 の な か で 、 喫 煙 状 況

お よ び 運 動 習 慣 （ 7 - 9） に つ い て 検 討 し て い な い が 、 次 回

は 、 喫 煙 習 慣 に つ い て は 正 確 な 喫 煙 年 数 や 本 数 、 運 動 習 慣 に

つ い て は 強 度 や 時 間 等 、 さ ら に 詳 細 な 調 査 が 必 要 で あ る と 考

え ら れ た 。  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム お よ び そ の 予 備 群 で は 、 非 該 当

群 と 比 較 し て 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 差 は な い が 、 P F C 比

の う ち 、 糖 質 の 摂 取 割 合 が 多 く 、 脂 質 の 摂 取 割 合 が 少 な か っ

た 。 原 因 と し て 考 え ら れ る こ と は 、 間 食 時 の 菓 子 （ 甘 味 物 ）

類 や 主 食 、 ア ル コ ー ル 飲 料 の 過 剰 摂 取 な ど が 挙 げ ら れ る 。  

過 剰 な エ ネ ル ギ ー 摂 取 と 運 動 不 足 が 肥 満 細 胞 へ の 脂 肪 蓄 積

に 関 与 し 、 肥 満 の 発 症 と 深 く 関 わ り が あ る こ と は よ く 知 ら れ

て い る （ 1 , 2 , 1 0） が 、 今 回 の わ れ わ れ の 検 討 で は 、 内 臓 脂 肪

型 肥 満 に お い て 特 に 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 が 高 い わ け で は な か

っ た 。 し か し 、 一 方 で 、 そ の エ ネ ル ギ ー を 構 成 す る 組 成

（ P F C 比 ） に 関 し て は 、 た ん ぱ く 質 （ P） お よ び 脂 質 （ F）

の 摂 取 割 合 が 少 な く 、 糖 質 （ C） の 摂 取 割 合 が 多 か っ た 。 厚

生 労 働 省 の 「 国 民 栄 養 調 査 」（ 昭 和 3 5 年 、 5 5 年 ） お よ び

「 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 」（ 平 成 1 5 年 ） に よ れ ば 、 昭 和 3 5 年

で は P 1 3 . 3 %、 F 1 0 . 6 %、 C 7 6 . 1 %、 昭 和 5 5 年 で は P 1 4 . 9 %、

F 2 3 . 6 %、 C 6 1 . 5 %、 平 成 1 5 年 で は P 1 5 . 0 %、 F 2 5 . 0 %、

C 6 0 . 0 %、 と 報 告 さ れ て い る 。 今 回 の 対 象 者 の う ち メ タ ボ リ
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ッ ク シ ン ド ロ ー ム の リ ス ク の な い 非 該 当 者 の P F C 比 は

P 1 2 . 8 %、 F 2 4 . 1 %、 C 6 3 . 1 %と 昭 和 5 5 年 の 理 想 的 な 「 日 本 型

食 生 活 」 と い わ れ て い る P F C 比 に 近 似 し て い た 。 一 方 、 メ

タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 は P 1 2 . 4 %、 F 2 2 . 2 %、

C 6 5 . 4 %で あ り 、 糖 質 の 比 率 は 若 干 高 い も の の 、 た ん ぱ く

質 ・ 脂 質 の 摂 取 量 は 極 端 に 不 足 し て い る わ け で は な か っ た 。  

一 般 に は 、 わ が 国 に お い て 経 年 的 な 脂 質 摂 取 量 の 増 加 が 肥

満 者 の 増 加 や 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 率 の 増 加 に 関 与 し て い る

と 考 え ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 今 回 の 検 討 で は 内 臓 脂 肪

型 肥 満 あ る い は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 に お い て 糖

質 摂 取 割 合 が 高 か っ た 。 今 回 の 検 討 で は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン

ド ロ ー ム の リ ス ク を 有 し な い 非 該 当 者 を 対 照 群 と し て の 比 較

検 討 で あ り 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 で は 糖 質 の 摂

取 比 率 が 高 い こ と は 確 実 で あ る と 考 え ら れ る 。 こ の こ と か ら

内 臓 脂 肪 蓄 積 に は 一 定 の 脂 肪 量 の 摂 取 に 加 え て 、 間 食 や 過 剰

な 主 食 摂 取 な ど の 関 与 が 示 唆 さ れ 、 今 後 こ の 点 に も 注 目 し た

栄 養 調 査 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

今 後 は 、 こ の 職 域 を 対 象 に 長 期 追 跡 を 行 い 、 栄 養 摂 取 状 況

お よ び 運 動 習 慣 ・ 飲 酒 習 慣 な ど の 生 活 習 慣 と メ タ ボ リ ッ ク シ

ン ド ロ ー ム の 経 過 を 解 明 す る こ と に つ な が る と 考 え ら れ る 。  

 

  



102 
  

６ ． ま と め  

 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 群 お よ び そ の 予 備 群 で は 、 非 該

当 群 と 比 較 し て 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 大 き な 差 は な か っ た

が 、 P F C 比 か ら 糖 質 の 摂 取 割 合 が 多 い こ と が 明 ら か に な っ

た 。  

管 理 栄 養 士 と し て 保 健 指 導 す る う え で の ポ イ ン ト は 、 間 食

や 、 ア ル コ ー ル 飲 料 に つ い て の 正 し い 情 報 を 提 供 す る こ と が

挙 げ ら れ る 。  
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第 ５ 章  職 域 健 診 に お け る 非 ア ル コ ー ル 性 脂 肪 性 肝 疾 患

（ N A F L D） 改 善 症 例 の 検 討  

 

１  緒 言  

脂 肪 性 肝 疾 患 と は 肝 細 胞 に 中 性 脂 肪 が 沈 着 し 、 肝 障 害 を き

た す 疾 患 の 総 称 で あ る 。 病 理 標 本 で 脂 肪 滴 を 伴 う 肝 細 胞 が

3 0％ 以 上 認 め ら れ る 症 例 は 超 音 波 で 同 定 さ れ 、 臨 床 で は 一 般

に 脂 肪 肝 と 呼 ば れ て い る （ 1）。 脂 肪 肝 の 原 因 は 、 以 前 は ア ル

コ ー ル 性 肝 障 害 に よ る も の が 多 か っ た が 、 糖 尿 病 や 肥 満 に よ

っ て も 同 様 な 肝 障 害 が 生 じ る こ と が わ か り 、 現 在 で は 飲 酒 歴

は な い が 、 脂 肪 肝 を 認 め る 症 例 を 非 ア ル コ ー ル 性 脂 肪 性 肝 疾

患 n o n - a l c o h o l i c  f a t t y  l i v e r  d i s e a s e ( N A F L D )と 呼 ん で い る

（ 2）。  

 N A F L D 患 者 の 一 部 は 、 非 ア ル コ ー ル 性 脂 肪 性 肝 炎 ( N A S H )

か ら 肝 硬 変 、 肝 が ん に 進 展 す る こ と が 明 ら か に な っ て お り 、

N A F L D 患 者 に 対 し て 適 切 な 治 療 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ て

い る （ 3）。  

 N A F L D 患 者 で は 肥 満 の 改 善 に 伴 い 、脂 肪 肝 が 消 失 す る 症 例

を 経 験 す る が 、 食 事 内 容 と 脂 肪 肝 の 関 連 に つ い て の エ ビ デ ン

ス や 報 告 は 少 な い （ 4）。 炭 水 化 物 や 脂 質 の 過 剰 摂 取 、 特 に 飽

和 脂 肪 酸 、 コ レ ス テ ロ ー ル の 過 剰 摂 取 が 脂 肪 肝 の 発 症 と 関 連

が あ る と の 報 告 が あ る 。 ま た 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 の 増 加 に

つ い て は 、 肥 満 を 介 し て 脂 肪 肝 の 発 症 と の か か わ り の 重 要 性

が 示 唆 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 先 行 研 究 の ほ と ん ど は 、

脂 肪 肝 患 者 と 正 常 者 の 食 事 内 容 を 横 断 的 に 比 較 検 討 し た も の
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で あ り 、経 時 的 な 変 化 の 報 告 は な い 。わ れ わ れ は 2 0 0 6 年 よ り

某 企 業 の 逐 年 健 診 時 に 食 事 調 査 を 実 施 し て お り 、 健 診 デ ー タ

に 加 え て 栄 養 摂 取 状 況 の デ ー タ を 継 続 的 に 蓄 積 し て き た 。  
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２ ． 目 的  

 本 研 究 で は 、 2 0 0 7 年 と 2 0 1 2 年 の 健 診 デ ー タ お よ び 食 事 調

査 の 結 果 か ら 、N A F L D 症 例 の う ち 脂 肪 肝 改 善 例 と 不 変 例 に つ

い て 、 身 体 計 測 値 、 血 液 検 査 デ ー タ 、 栄 養 摂 取 状 況 の 経 年 変

化 を 比 較 検 討 す る こ と に よ り 、N A F L D 改 善 の 要 因 を 多 面 的 に

明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。  
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３ ． 方 法  

 2 0 0 7 年 と 2 0 1 2 年 に 某 企 業 （ 土 木 建 築 業 ） に お い て 実 施 さ

れ た 職 域 健 診 を 受 診 し た 者 で 、 腹 部 超 音 波 検 査 が 実 施 さ れ 、

食 物 摂 取 頻 度 調 査 ( F F Q )の 実 施 に 同 意 の 得 ら れ た 症 例 は 4 7 8

名 で あ っ た 。う ち 男 性 4 2 0 名 、女 性 5 8 名 と 、女 性 の 対 象 者 が

少 な か っ た た め 、 今 回 は 、 男 性 4 2 0 名 を 本 研 究 の 解 析 対 象 と

し た 。  

 測 定 項 目 は 、 身 体 計 測 と し て 、 身 長 、 体 重 、 B o d y  M a s s  

I n d e x ( B M I )、 ウ エ ス ト 周 囲 長 、 収 縮 期 血 圧 、 拡 張 期 血 圧 、 血

液 検 査 と し て 、総 コ レ ス テ ロ ー ル 、ト リ グ リ セ リ ド 、 H D L コ

レ ス テ ロ ー ル 、 L D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 A S T、 A LT ､γ - G T P、尿

酸 、空 腹 時 血 糖 、グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c ( H b A 1 c )に つ い て 測

定 し た 。 ま た 、 脂 肪 肝 の 判 定 に は 、 健 診 に て 行 わ れ た 腹 部 超

音 波 検 査 の 診 断 結 果 を 用 い た 。 脂 肪 肝 の 診 断 は 、 超 音 波 検 査

を 用 い て 肝 実 質 の 点 状 高 エ コ ー (エ コ ー レ ベ ル が 肝 ＞ 腎 )に 、

エ コ ー の 深 部 減 衰 あ る い は 肝 脈 管 の 不 明 瞭 化 の い ず れ か を 認

め た 場 合 、 脂 肪 肝 と 判 定 し た 。 脂 肪 肝 の 判 定 は 2 名 が 独 自 に

行 い 、 診 断 に 不 一 致 が 認 め ら れ た 場 合 、 再 検 討 し た （ 5 ）。

N A F L D の 除 外 診 断 は 、日 本 消 化 器 病 学 会 の N A F L D / N A S H 診

療 ガ イ ド ラ イ ン 2 0 1 4（ 4）に 従 い H B s 抗 原 陰 性 、H C V 抗 体 陰

性 、 飲 酒 歴 は エ タ ノ ー ル 換 算 で 男 性 3 0 g /日 未 満 と し た 。  

 栄 養 摂 取 状 況 の 評 価 は 、 食 物 摂 取 頻 度 調 査 ( F F Q )（ 6 , 7） に

よ り 、 1 3 1 項 か ら な る 自 記 式 質 問 紙 を 用 い て 調 査 を 行 っ た 。

調 査 票 は 健 診 に 関 す る 資 料 に 同 封 し 事 前 に 健 診 受 診 者 へ 送 付

し て 回 答 を 得 た 後 、検 査 日 当 日 に 記 入 漏 れ 等 の 確 認 を 行 っ た 。
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ま た 、調 査 票 に は 文 書 を 添 付 し ､そ の 実 施 に 同 意 の 得 ら れ た 者

を 解 析 の 対 象 と し た 。  

 食 物 摂 取 頻 度 調 査 で は 、総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、糖 質 摂 取 量 、

た ん ぱ く 質 摂 取 量 、 脂 質 摂 取 量 、 コ レ ス テ ロ ー ル 摂 取 量 、 飽

和 脂 肪 酸 摂 取 量 、 鉄 摂 取 量 、 食 物 繊 維 摂 取 量 、 エ タ ノ ー ル 摂

取 量 、 食 塩 相 当 摂 取 量 等 の 栄 養 素 別 摂 取 状 況 お よ び 、 食 品 群

別 摂 取 状 況 に つ い て 解 析 を 行 っ た 。  

 2 0 0 7 年 お よ び 2 0 1 2 年 の 経 時 的 変 化 に つ い て は 、 平 均 値 の

差 の 検 定 は 対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た 。 ２ 群 間 の 頻 度 の 差 の

検 定 は χ 2 検 定 を 用 い た 。 結 果 は 平 均 値 ±標 準 偏 差 で 示 し た 。

統 計 処 理 は 、 S P S S v e r 2 2  ( I B M 社 )を 用 い て 行 っ た 。 P＜ 0 . 0 5

を 有 意 差 あ り と 判 定 し た 。  

 本 研 究 は 、「 疫 学 研 究 に 関 す る 倫 理 指 針 」な ら び に 個 人 情 報

保 護 に 関 す る 国 の ガ イ ド ラ イ ン や 指 針 等 に 則 っ て 研 究 を 行 い 、

名 古 屋 学 芸 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 た 。  
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４ ． 結 果  

（ １ ） 脂 肪 肝 症 例 の 経 過  

 2 0 0 7 年 に 脂 肪 肝 を 認 め た 症 例 は 4 2 0 例 中 1 5 0 例 ( 3 6 % )で あ

っ た 。こ の う ち 肝 炎 ウ イ ル ス 陽 性 例（ H B s 抗 原 陽 性 2 例 ）、エ

タ ノ ー ル 摂 取 量 ≧ 3 0 g /日 （ 3 0 例 ） を 除 外 し た N A F L D 症 例 は

11 8 例 で あ っ た 。 N A F L D  11 8 例 の う ち 2 0 1 2 年 に お い て 脂 肪

肝 の 所 見 を 認 め な か っ た 症 例（ N A F L D 改 善 群 ）は 3 3 例 ( 2 8 % )

（ 年 齢 3 7～ 6 0 歳 、平 均 5 0 歳 ）、脂 肪 肝 を 認 め た 症 例（ N A F L D

不 変 群 ） は 8 5 例 （ 年 齢 3 5～ 6 3 歳 、 平 均 4 8 歳 ） で あ っ た 。

N A F L D 改 善 例 と 不 変 例 で は 平 均 年 齢 に 有 意 差 は 認 め な か っ

た 。  

（ ２ ）N A F L D 改 善 例 の 身 体 計 測 値 、血 液 検 査 値 の 経 時 的 変 化

の 検 討 （ 表 5 - 1）  

 N A F L D の う ち 脂 肪 肝 の 所 見 が 消 失 し た 3 3 例 に つ い て 2 0 0 7

年 と 2 0 1 2 年 の 身 体 所 見 に つ い て 検 討 し た 。 表 5 - 1 に 示 す よ

う に 体 重 、B M I、ウ エ ス ト 周 囲 長 、収 縮 期 血 圧 の 平 均 値 が 2 0 1 2

年 で は 有 意 に 減 少 し て い た 。体 重 の 減 少 量 は 4 . 9 ± 5 . 6 k g ( 2 0 0 7

年 の 6 . 4 % 減 ) 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 の 平 均 減 少 量 は

4 . 2 ± 4 . 9 c m ( 2 0 0 7 年 の 4 . 8 %減 )で あ っ た 。 N A F L D 不 変 群 で は

体 重 、 B M I の 平 均 値 は む し ろ 有 意 に 増 加 し て い た 。  

 血 液 検 査 値 に つ い て 検 討 す る と 、 血 中 総 コ レ ス テ ロ ー ル 値

の 平 均 値 は 有 意 に 低 下 、H D L コ レ ス テ ロ ー ル 値 の 平 均 値 は 有

意 に 上 昇 し て お り 、 血 中 脂 質 値 の 改 善 を 認 め た 。 ま た 、 肝 機

能 検 査 で は 、 A LT 値 、 コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 値 の 平 均 値 は 有 意

に 低 下 し て い た が 、 A S T 値 は 有 意 な 変 化 を 認 め な か っ た 。 空
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腹 時 血 糖 値 、 H b A 1 c 値 、 尿 酸 値 の 平 均 値 は 若 干 低 下 し て い た

が 、い ず れ も 有 意 差 は 認 め な か っ た 。一 方 、N A F L D 不 変 群 で

は 、 血 液 検 査 値 の 大 き な 変 化 は 認 め な か っ た が 、 空 腹 時 血 糖

値 、 H b A 1 c 値 の 有 意 な 悪 化 を 認 め た 。  

 

（ ３ ） 栄 養 素 摂 取 状 況 （ 表 5 - 2、 5 - 3、 5 - 4）  

 N A F L D 改 善 症 例 に つ い て 食 物 摂 取 頻 度 調 査 に よ る エ ネ ル

ギ ー 摂 取 量 お よ び 栄 養 素 摂 取 量 の 経 時 的 変 化 に つ い て 検 討 し

た （ 表 5 - 2）。 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 糖 質 摂 取 量 、 た ん ぱ く 質

摂 取 量 、 脂 質 摂 取 量 の 平 均 値 は 、 2 0 0 7 年 に 比 べ て 2 0 1 2 年 で

は 有 意 に 減 少 し て い た 。ま た 、エ ネ ル ギ ー 1 , 0 0 0 k c a l あ た り に

換 算 し て 比 較 す る と 、 糖 質 摂 取 量 が 有 意 に 減 少 し て い た 。 標

準 体 重 あ た り の 平 均 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は 、 2 0 0 7 年 は

3 3 . 8 ± 8 . 5 k c a l / k g 標 準 体 重 /日 、 2 0 1 2 年 は 2 9 . 1 ± 7 . 0 k c a l / k g 標

準 体 重 /日 と 有 意 に 減 少 し て い た 。  

 栄 養 素 別 の 摂 取 量 の 変 化 に つ い て 比 較 検 討 し た（ 表 5 - 2、5 -

3） N A F L D 改 善 群 で は コ レ ス テ ロ ー ル 、 一 価 不 飽 和 脂 肪 酸 、

多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 の 平 均 摂 取 量 は 、 2 0 0 7 年 に 比 べ て 2 0 1 2 年

で は 有 意 に 減 少 し て い た 。エ ネ ル ギ ー 1 , 0 0 0 k c a l あ た り の 栄 養

素 摂 取 量 に 換 算 し て 検 討 す る と 、 摂 取 量 が 有 意 に 減 少 し て い

た 栄 養 素 は な か っ た 。  

 食 品 群 別 摂 取 量 の 検 討（ 表 5 - 4）で は 、主 食 芋 類 、大 豆 類 、

他 の 野 菜 お よ び 砂 糖 類 摂 取 量 の 平 均 値 が 、 2 0 0 7 年 に 比 べ て

2 0 1 2 年 で は 有 意 に 減 少 し て い た 。 エ ネ ル ギ ー 1 , 0 0 0 k c a l あ た

り に 換 算 し て 比 較 す る と 、 主 食 芋 類 摂 取 量 の み 有 意 に 減 少 し
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て い た 。  

 一 方 、N A F L D 不 変 群 で は 、エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、栄 養 素 別 摂

取 量 、 食 品 群 別 摂 取 量 に 大 き な 変 化 は み ら れ な か っ た が 、 エ

ネ ル ギ ー 1 , 0 0 0 k c a l あ た り に 換 算 し て 比 較 す る と 、油 脂 類 、肉

類 摂 取 量 の 増 加 と 魚 貝 類 摂 取 量 の 有 意 な 減 少 を 認 め た 。  

 

（ ４ ） 運 動 習 慣  

 週 2 回 以 上 の 定 期 的 な 運 動 習 慣 を 有 す る 者 は 、 N A F L D 改

善 群 で は 2 0 0 7 年 3 3 名 中 4 名 ( 1 2 % )で あ っ た の に 対 し て 、2 0 1 2

年 で は 8 名 ( 2 4 % )と 有 意 に 増 加 し て い た 。N A F L D 不 変 群 で は

2 0 0 7 年 8 5 例 中 1 2 名 ( 1 4 % )で あ っ た が 、 2 0 1 2 年 で は 1 3 名

( 1 5 % )と 変 化 は な か っ た 。  
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５ ． 考 察  

 本 研 究 は 職 域 の 逐 年 健 診 の デ ー タ を 用 い て 、 5 年 の 経 過 観

察 で 、 2 0 0 7 年 に 脂 肪 肝 で あ っ た 者 の う ち 、 2 0 1 2 年 に 脂 肪 肝

が 消 失 し た 者（ N A F L D 改 善 群 ）と 脂 肪 肝 が 消 失 し な か っ た 者

（ N A F L D 不 変 群 ）に つ い て 、肥 満 の 身 体 的 指 標 、血 液 検 査 値 、

栄 養 摂 取 量 に つ い て 比 較 検 討 す る こ と に よ り 、N A F L D 改 善 の

要 因 を 明 ら か に し よ う と し た も の で あ る 。  

 わ が 国 の 健 診 受 診 者 に お け る 脂 肪 肝 の 頻 度 は 2 0～ 3 0％ と

報 告 さ れ て お り 、 肥 満 人 口 の 増 加 を 考 慮 す る と N A F L D は 今

後 ま す ま す 増 加 す る こ と が 予 想 さ れ る （ 8 , 9）。 メ タ ボ リ ッ ク

シ ン ド ロ ー ム は 内 臓 脂 肪 型 肥 満 に 高 血 圧 、 脂 質 異 常 症 、 耐 糖

能 異 常 の 複 数 の 生 活 習 慣 病 が 合 併 し た 状 態 で あ り 、 そ の 背 景

に は イ ン ス リ ン 抵 抗 性 の 増 大 が 関 係 し て い る と 考 え ら れ て い

る 。N A F L D は 肥 満 、糖 尿 病 、脂 質 異 常 症 を 合 併 し て い る 場 合

が 多 く 、 ま た 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 が N A F L D 発 症 と 関 係 し て い る

こ と か ら 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム と N A F L D の 強 い 関 連

性 が 注 目 さ れ て い る （ 1 0）。   

 N A F L D の 発 症 要 因 と し て は B M I の 増 加 が 最 も 重 要 で あ る

と 報 告 さ れ て い る 。 M i y a k e ら （ 11） は B M I が N A F L D 発 症

の 最 も 有 用 な 予 測 因 子 で あ る と 報 告 し て い る 。P r o m a t ら（ 1 2）

は 生 活 習 慣 の 改 善 に よ り 減 量 す る こ と が N A S H の 炎 症 の 改 善

に 重 要 で あ り 、 7 %以 上 の 減 量 を 達 成 で き た 群 で は 、脂 肪 沈 着

や 肝 組 織 の 炎 症 所 見 が 有 意 に 改 善 し た と 報 告 し て い る 。 今 回

の 検 討 で も N A F L D 改 善 群 は 平 均 6 . 4％ の 体 重 減 を 認 め て い

た が 、N A F L D 不 変 群 で は 体 重・B M I は む し ろ 増 加 し て い た 。
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ま た 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 を 反 映 す る ウ エ ス ト 周 囲 長 も N A F L D 改

善 群 で は 4 . 3 c m 減 少 し て お り 、 N A F L D の 改 善 に は 内 臓 脂 肪

型 肥 満 の 改 善 が 重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 今 回 の 検 討 で は 、N A F L D 改 善 群 で は 血 中 総 コ レ ス テ ロ ー ル

値 や H D L コ レ ス テ ロ ー ル 値 が 有 意 に 改 善 し て い た が 、

N A F L D 不 変 群 で 血 中 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 値 は 有 意 に 低 下 、

血 糖 値 、 H b A 1 c 値 が 有 意 に 上 昇 し て お り 、 脂 質 異 常 や 耐 糖 能

異 常 の 悪 化 が 認 め ら れ た 。 E g u c h i ら （ 8） は N A F L D の 頻 度

は 、 B M I、血 中 ト リ グ リ セ リ ド 値 、血 中 L D L コ レ ス テ ロ ー ル

値 と 相 関 を 認 め た と 報 告 し て い る 。N A F L D の 改 善 は メ タ ボ リ

ッ ク シ ン ド ロ ー ム に 関 係 す る 脂 質 異 常 や 耐 糖 能 異 常 と 密 接 に

関 係 し て お り 、 虚 血 性 心 疾 患 や 脳 血 管 障 害 な ど 動 脈 硬 化 性 疾

患 の 予 防 の 観 点 か ら も 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 N A F L D は 肝 細 胞 の 変 性 や 繊 維 化 を 認 め ず 、病 態 が ほ と ん ど

進 展 し な い 非 ア ル コ ー ル 性 脂 肪 肝（ N A F L）ば か り で な く 、約

1 0％ は 進 行 性 で 肝 硬 変 や 肝 が ん に 進 展 し う る 非 ア ル コ ー ル 性

脂 肪 肝 炎（ N A S H）が 存 在 す る た め 、 N A F L D は 積 極 的 に 治 療

す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ て い る 。N A F L D の 治 療 法 と し て は 、

生 活 習 慣 の 改 善 に よ る 減 量 を 目 的 と し た 食 事 療 法 、 運 動 療 法

が 有 用 で あ る と 考 え ら れ て い る 。  

N A F L D の 栄 養 摂 取 状 況 に 関 す る 先 行 研 究 の ほ と ん ど は 、脂

肪 肝 患 者 と 正 常 者 の 食 事 内 容 の 比 較 検 討 に よ る 横 断 研 究 で あ

り （ 1 3 - 1 9）、 本 研 究 の よ う に N A F L D 患 者 の 栄 養 摂 取 状 況 と

肥 満 指 標 の 経 年 変 化 を 詳 細 に 検 討 し た 報 告 は な い 。  

今 回 の 検 討 で は 、 N A F L D 改 善 例 の エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は
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3 3 . 8 k c a l / k g 標 準 体 重 /日 か ら 2 9 . 1 k c a l / k g 標 準 体 重 /日 と 有 意

に 減 少 し て い た 。 一 般 的 に メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 栄 養

指 導 で は 減 量 を 目 的 と し た 場 合 、エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は 2 5〜 3 0  

k c a l / k g 標 準 体 重 /日 を 目 標 と し て い る が 、N A F L D の 栄 養 療 法

に お い て も ほ ぼ 同 様 の エ ネ ル ギ ー 制 限 が 有 用 で あ る と 考 え ら

れ た 。  

栄 養 素 の 摂 取 状 況 に つ い て は 、今 回 の 検 討 で は 、N A F L D 群

で は 糖 質 摂 取 量 お よ び 主 食 芋 摂 取 量 が 有 意 に 減 少 し て い た 。

安 武 ら （ 1 5） は N A F L D 症 例 で は エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 脂 質 摂

取 比 率 、 食 事 性 コ レ ス テ ロ ー ル が 男 女 と も 高 値 で あ り 、 特 に

男 性 で 顕 著 で あ っ た と 報 告 し て い る 。 結 川 ら （ 1 6 ） は

N A F L D / N A S H 症 例 で は 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 の 過 剰 や エ ネ ル

ギ ー 摂 取 比 率 の 偏 り は み ら れ な か っ た と 報 告 し て い る 。 笹 埜

ら （ 1 7） は N A S H 症 例 で は 平 均 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 が 3 6 k c a l /

標 準 体 重 k g /日 と 過 剰 で あ り 、 脂 質 摂 取 比 率 が 2 5％ で あ っ た

と 報 告 し て い る 。 To s h i m i t s u ら（ 1 8）は 、 N A F L の 患 者 と 比

較 し て N A S H の 患 者 は 炭 水 化 物 、特 に 単 純 糖 質 の 摂 取 量 が 多

く 、た ん ぱ く 質 摂 取 量 、亜 鉛 摂 取 量 が 少 な い と 報 告 し て い る 。

ま た 、 N A S H / N A F L D の 患 者 は 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 /飽 和 脂 肪 酸

摂 取 量 の 比 率 が 低 か っ た 。 病 理 組 織 が 得 ら れ て い な い た め 、

N A F L か ら N A S H へ の 進 展 さ せ る 栄 養 学 的 な 要 因 は 明 ら か に

で き な い が 、 こ れ ら の 栄 養 素 摂 取 の イ ン バ ラ ン ス が

N A S H / N A F L D の 発 症 要 因 の １ つ で あ る と 考 え ら れ る と 述 べ

て い る 。 M u s s o ら （ 1 9） は N A S H 症 例  で は 飽 和 脂 肪 酸 、 コ

レ ス テ ロ ー ル 摂 取 量 が 多 く 、 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 、 食 物 繊 維 、
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ビ タ ミ ン C、ビ タ ミ ン E 摂 取 量 が 少 な い こ と を 報 告 し て い る 。

以 上 の よ う に 、N A F L D 症 例 で は 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 過 剰 を 認

め る が 、 脂 質 摂 取 過 剰 に つ い て は 一 定 の 見 解 は 得 ら れ て い な

い 。 近 年 、 肥 満 や 糖 尿 病 患 者 に 対 し て 低 炭 水 化 物 食 の 有 用 性

が 報 告 さ れ て い る 。今 回 の 検 討 で は 、N A F L D 改 善 群 に お い て

糖 質 摂 取 量 お よ び 主 食 芋 摂 取 量 が 有 意 に 低 く 、N A F L D の 食 事

療 法 に お け る 炭 水 化 物 制 限 食 の 有 用 性 が 示 唆 さ れ た 。 S o l g a  

ら（ 2 0）は 、N A F L D の 食 事 調 査 の 結 果 、総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量

お よ び た ん ぱ く 質 摂 取 量 は 脂 肪 肝 の 発 症 に 関 係 な く 、 ま た 、

脂 質 よ り も 炭 水 化 物 の 過 剰 摂 取 が 組 織 学 的 な 炎 症 所 見 と 関 連

が あ る と 報 告 し て い る 。N A F L D の 食 事 療 法 に お け る 脂 肪 制 限

と 炭 水 化 物 制 限 の 意 義 に つ い て は 、 今 後 の 検 討 課 題 と 考 え ら

れ る 。 た だ し 、 極 端 な エ ネ ル ギ ー 制 限 、 特 に 総 エ ネ ル ギ ー 摂

取 量 と た ん ぱ く 質 摂 取 量 の 不 足 は 低 栄 養 性 脂 肪 肝 の 成 因 と な

る 場 合 が あ る の で 、 栄 養 指 導 を 行 う 場 合 に は 留 意 す る 必 要 が

あ る 。  

一 般 に は ア ル コ ー ル 摂 取 は 脂 肪 肝 に 悪 影 響 を 及 ぼ す と 考 え

ら れ て い る が 、今 回 、N A F L D 改 善 群 で は 、平 均 ア ル コ ー ル 摂

取 量 11 . 2 g /日 か ら 1 6 . 5 g /日 に 有 意 に 増 加 し て い た 。 し か し な

が ら 、 こ の ア ル コ ー ル 量 は 2 0 g /日 の 適 正 飲 酒 量 の 範 囲 内 の 変

化 で あ っ た 。 土 居 ら （ 2 1） は 脂 肪 肝 の 頻 度 に 対 す る ア ル コ ー

ル 摂 取 の 影 響 を 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に よ り 解 析 し た

と こ ろ 、 男 性 で は 軽 度 な い し 中 等 度 ま で の ア ル コ ー ル 摂 取 は

過 栄 養 性 脂 肪 性 肝 疾 患 の オ ッ ズ 比 を 低 下 さ せ る と 報 告 し 、 そ

の 理 由 を 少 量 の ア ル コ ー ル は イ ン ス リ ン 抵 抗 性 を 改 善 さ せ る
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た め で あ る と 考 察 し て い る 。 た だ し N A F L D 患 者 に 飲 酒 を 推

奨 す る も の で は な い 。  

運 動 療 法 に つ い て は 、 今 回 の 検 討 で は N A F L D 改 善 群 で は

習 慣 的 な 運 動 を 実 施 す る 者 の 頻 度 が 増 え て い た 。 今 回 は 、 運

動 量 の 詳 細 な 評 価 は 行 っ て い な い が 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 改 善

を 含 め て 、N A F L D の 治 療 に は 運 動 療 法 が 重 要 で あ る と 考 え ら

れ る 。M i y a k e  ら（ 2 2）に よ れ ば 、男 性 で は 定 期 的 な 運 動 習 慣

を 有 す る 頻 度 は N A F L D 群 2 5％ 、非 N A F L D 群 3 8％ と 有 意 差

を 認 め た が 、 女 性 例 で は 差 は 認 め な か っ た と 報 告 し て い る 。  

本 研 究 と 同 じ く 食 事 療 法 あ る い は 運 動 療 法 な ど の 介 入 を 行

わ ず 、脂 肪 肝 の 経 過 観 察 し た 報 告 と し て は 、O g a m o r i ら（ 2 3）

は 職 域 健 診 受 診 者 1 5 7 8 名 を 約 8 年 間 経 過 観 察 し た と こ ろ

1 3 . 8 %で 脂 肪 肝 が 出 現 し 、 4 . 7％ で 脂 肪 肝 が 消 失 し た と 報 告 し

て い る 。 脂 肪 肝 の 出 現 ・ 消 失 の 最 も 重 要 な 要 因 は 、 B M I と 体

脂 肪 率 で あ り 、 ア ル コ ー ル や 運 動 習 慣 は 独 立 し た 因 子 で は な

か っ た と 報 告 し て い る 。  

 今 回 は 症 例 数 が 少 な か っ た た め 、 女 性 例 の 検 討 を 行 う こ と

が で き な か っ た 。N A F L D の 頻 度 は 中 年 で は 男 性 が 多 い が 、高

齢 者 で は 女 性 の 頻 度 が 多 く な る（ 8 , 9）。ま た 、N A F L D の リ ス

ク 要 因 と な る 生 活 習 慣 に は 男 女 差 が み ら れ る と の 報 告 も あ る

（ 1 5）。脂 肪 肝 の 発 症 、進 展 要 因 に は 男 女 差 が あ る 可 能 性 が 指

摘 さ れ て お り 、 女 性 の N A F L D に つ い て は 別 途 検 討 が 必 要 で

あ る 。  
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６ ． ま と め  

 N A F L D 改 善 群 で は 、 体 重 、 B M I お よ び ウ エ ス ト 周 囲 長 の

減 少 と 同 時 に 血 圧 や 脂 質 検 査 、 肝 機 能 検 査 の 改 善 を 認 め た 。

食 事 調 査 で は 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 お よ び 糖 質 摂 取 量 の 減 少 が

影 響 し て い る と 考 え ら れ た 。 N A F L D 不 変 群 で は 身 体 計 測 値 、

血 液 検 査 値 、 栄 養 素 摂 取 量 に 大 き な 変 化 は み ら れ な か っ た 。

N A F L D の 改 善 の た め に は 、総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、糖 質 摂 取 量

の 制 限 に よ る 栄 養 管 理 に よ っ て 、 体 重 お よ び 内 臓 脂 肪 量 を 減

少 さ せ る こ と が 有 用 で あ る と 考 え ら れ た 。  
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2 0 0 8 ; 11 : 3 9 5 - 4 0 3 .  

1 6 .  結 川 美 帆 、 林 史 和 、 松 本 佳 也 、 他 ： 通 院 中 の

N A F L D / N A S H 患 者 に お け る 食 事・生 活 習 慣 に 関 す る 課 題 ．日

本 病 態 栄 養 学 会 誌  2 0 1 3 ; 1 6 : 2 8 3 - 2 9 2 .  

1 7 .  笹 埜 三 世 里 、川 中 美 和 、新 山 豪 一 、藤 田 佳 代 子 、坂 井 田

昌 子 、山 田 剛 太 郎： N A S H ( n o n - a l c o h o l i c  s t e a t o h e p a t i t i s )  と

ア ル コ ー ル 性 肝 障 害 患 者 の 栄 養 評 価 ． 栄 養 評 価 と 治 療  

2 0 0 4 ; 2 1 : 5 8 5 - 5 8 9 .  

1 8 .  To s h i m i t s u  K ,  M a t s u u r a  B ,  O h k u b o  I ,  e t  a l： D i e t a r y  

h a b i t s  a n d  n u t r i e n t  i n t a k e  i n  n o n - a l c o h o l i c  

s t e a t o h e p a a t i t i s .  N u t r i t i o n  2 0 0 7 ; 2 3 : 4 6 - 5 2 .  

1 9 .  M u s s o  G ,  G a m b i n o  R ,  D e  M i c h i e l i  F,  e t  a l： D i e t a r y  

h a b i t s  a n d  t h e i r  r e l a t i o n s  t o  i n s u l i n  r e s i s t a n c e  a n d  

p o s t p r a n d i a l  l i p i d e m i a  i n  n o n a l c o h o l i c  s t e a t o h e p a t i t i s .  

H e p a t o l o g y  2 0 0 3 ; 3 7 : 9 0 9 - 9 1 6 .  

2 0 .  S o l g a  S ,  A m A l k h u r a i s e  A R ,  C l a r k  J M ,  e t  a l： D i e t a r y  

c o m p o s i t i o n  a n d  n o n a l c o h o l i c  f a t t y  l i v e r  d i s e a s e .  D i g  D i s  

S c i  2 0 0 4 ; 4 9 : 1 5 7 8 - 1 5 8 3 .  

2 1 .  土 居 忠 、田 中 信 悟 、佐 藤 康 裕 、他：脂 肪 性 肝 疾 患 の 頻 度

に 及 ぼ す ア ル コ ー ル 摂 取 の 影 響 ． 肝 臓  2 0 1 0 ; 5 1 : 5 0 1 - 5 0 7 .  

2 2 .  M i y a k e  T,  K u m a g i  T,  H i r o o k a  M ,  e t  a l： S i g n i f i c a n c e  
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o f  e x e r c i s e  i n  n o n a l c o h o l i c  f a t t y  l i v e r  d i s e a s e  i n  m e n :  a  

c o m m u n i t y - b a s e d  l a r g e  c r o s s - s e c t i o n a l  s t u d y. J  

G a s t r o e n t e r o l  2 0 1 5 ; 5 0 : 2 3 0 - 2 3 7 .  

2 3 .  O g a m o r i  K ,  M o r i k a w a  S ,  N a g a o k a  S ,  e t  a l： P r e d i c t i v e  

f a c t o r s  f o r  t h e  d e v e l o p m e n t  o r  r e g r e s s i o n  o f  f a t t y  l i v e r  i n  

J a p a n e s e  a d u l t s .  J  C l i n  B i o c h e m  N u t r  2 0 0 9 ; 4 5 : 5 6 - 6 7 .  
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第 ６ 章  総 括  

生 活 習 慣 が 大 き く 関 係 す る 肥 満 、 高 血 圧 、 糖 尿 病 、 脂 質 代

謝 異 常 は そ れ ぞ れ が 動 脈 硬 化 性 疾 患 に リ ス ク と な る 。 そ の 一

方 で 、 こ れ ら の 疾 患 あ る い は 高 リ ス ク 因 子 が 複 数 重 な る と 相

乗 的 に 動 脈 硬 化 性 心 血 管 疾 患 の リ ス ク が 高 ま る 。 こ の 病 態 は

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム と 呼 ば れ 、 そ の 病 態 と し て は 内 臓

脂 肪 型 肥 満 と イ ン ス リ ン 抵 抗 性 の 役 割 が 重 要 で あ る と 考 え ら

れ て い る 。  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 発 症 要 因 と な る 栄 養 学 的 な 問

題 点 に つ い て は 、 肥 満 や 糖 尿 病 な ど の リ ス ク と な る 食 習 慣 と

共 通 す る 点 が 多 い こ と が 推 測 さ れ る 。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ

ー ム に 関 す る 食 事 因 子 の 研 究 に つ い て は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン

ド ロ ー ム 該 当 者 と 正 常 者 の 食 事 内 容 を 横 断 的 に 検 討 し た 調 査

は 比 較 的 多 く 報 告 さ れ て い る が 、 一 定 の 見 解 は 得 ら れ て い な

い の が 現 状 で あ る 。  

今 回 の 研 究 で は 、 ま ず （ １ ） 最 も 精 度 が 高 い 内 臓 脂 肪 蓄 積

量 の 評 価 方 法 で あ る 腹 部 C T 検 査 を 用 い て 、 体 脂 肪 の 分 布 状

況 お よ び 内 臓 脂 肪 蓄 積 が 血 圧 や 糖 代 謝 、 脂 質 代 謝 、 尿 酸 代 謝

に 具 体 的 に ど の よ う に 影 響 を 与 え る か 検 討 し た 。 男 性 肥 満 者

で は 、 女 性 肥 満 者 と 比 較 し て 内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 頻 度 が 高 く 、

肥 満 患 者 の う ち B M I に よ っ て 判 定 し た 肥 満 者 よ り 内 臓 脂 肪

蓄 積 者 に 糖 代 謝 異 常 、 高 尿 酸 血 症 を 認 め る 頻 度 が 高 か っ た 。

内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 で は 生 活 習 慣 病 の 発 症 頻 度 が 高 く 、 糖 尿 病

の 合 併 症 の 発 症 に 十 分 留 意 す る 必 要 が あ る こ と が あ き ら か に

な っ た 。 す な わ ち 、 B M I に 基 づ く 肥 満 の 判 定 は 、 体 脂 肪 量 お
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よ び 体 内 脂 肪 分 布 を 十 分 に 反 映 し て い る と は 言 え ず 、 肥 満 の

合 併 症 で あ る 高 血 圧 、糖 尿 病 、脂 質 異 常 症 、高 尿 酸 血 症 、脂 肪

肝 な ど の リ ス ク 評 価 に は 、 B M I に 加 え て 内 臓 脂 肪 量 を 考 慮 す

る 必 要 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

次 に 、（ ２ ）一 般 的 な 健 診 項 目 に 加 え 、腹 部 C T 検 査 に よ る

内 臓 脂 肪 面 積 の 評 価 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 測 定 に よ り

内 臓 脂 肪 型 肥 満 の 病 態 を よ り 詳 細 に 評 価 す る と と も に 、 食 物

摂 取 頻 度 調 査 （ F F Q） に よ る 食 事 調 査 を 実 施 し 、 エ ネ ル ギ ー

摂 取 量 、 栄 養 素 摂 取 量 、 食 品 群 別 摂 取 量 を 詳 細 に 調 査 し 、 内

臓 脂 肪 蓄 積 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。内 臓 脂 肪 型 肥 満 で は 、

皮 下 脂 肪 型 肥 満 と 比 較 し て 、 血 圧 の 上 昇 、 耐 糖 能 異 常 、 脂 質

代 謝 異 常 な ど の 異 常 の 頻 度 が 高 く 、ま た 、 B M I 2 5 未 満 で も 内

臓 脂 肪 の 蓄 積 を 認 め る 群 は 、 代 謝 異 常 の 頻 度 が 高 く 、 代 謝 異

常 の 発 症 に お い て は 内 臓 脂 肪 蓄 積 の 影 響 が 大 き い と 考 え ら れ

た 。 栄 養 摂 取 状 況 に お い て は 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 差 は な

い が 、内 臓 脂 肪 型 肥 満 者 は 、ビ タ ミ ン 、ミ ネ ラ ル 、食 物 繊 維 の

摂 取 が 少 な く 、 糖 質 の 摂 取 割 合 が 多 い 食 事 内 容 で あ る こ と が

明 ら か と な っ た 。 ま た 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 に

お い て も 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 差 は な い が 、 糖 質 の 摂 取 割

合 が 多 か っ た 。 本 研 究 で は 、 ま ず 脂 肪 蓄 積 の ア セ ス メ ン ト と

し て 汎 用 さ れ て い る ウ エ ス ト 周 囲 長 の 妥 当 性 を 腹 部 C T 検 査

に よ っ て 得 ら れ た 内 臓 脂 肪 面 積 を ゴ ー ル ド ス タ ン ダ ー ド と し

て 検 討 し た と こ ろ 、 相 関 係 数 、 診 断 精 度 か ら 実 用 上 問 題 な い

こ と が 明 ら か に で き た 。 し か し な が ら 、 今 回 の 対 象 者 で は 女

性 が 比 較 的 少 な く 、 ま た 女 性 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該
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当 者 が 増 加 す る 6 0 歳 以 上 の 対 象 者 が 少 な い こ と か ら 、今 後 更

な る 検 討 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 内 臓 脂 肪 の 蓄 積 に 伴 い 血 中 濃

度 が 減 少 し 、 動 脈 硬 化 を 促 進 す る と さ れ る 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク

チ ン 値 に つ い て 検 討 し た が 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 単 独 で

は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 に 使 用

す る こ と に は 限 界 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ア デ ィ ポ サ

イ ト カ イ ン の 分 泌 は メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 病 態 に 密 接

に 関 連 す る が 、 １ つ の マ ー カ ー が す べ て の 内 臓 脂 肪 の 過 剰 蓄

積 の 病 態 を 反 映 す る わ け で は な い 。 今 後 、 さ ら に 精 度 の 高 い

新 し い 血 中 マ ー カ ー の 開 発 が 望 ま れ る 。  

以 上 の ２ つ の 研 究 の 結 果 を ふ ま え て 、（ ３ ）実 際 に 一 般 企 業

の 健 診 時 に 栄 養 調 査 を 実 施 し 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 実

態 に つ い て 検 討 し た 。 一 般 の 企 業 で 実 施 さ れ て い る 職 域 健 診

に お い て は 、 年 齢 構 成 上 、 女 性 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム

の 該 当 者 は 少 な か っ た 。 男 性 に つ い て 解 析 し た と こ ろ 、 メ タ

ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 は 、 非 該 当 者 と 比 較 し て 、 糖 尿

病 、 高 血 圧 症 、 脂 質 異 常 症 の 有 病 率 は 高 か っ た 。 栄 養 摂 取 状

況 に つ い て 検 討 し た と こ ろ 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は メ タ ボ リ

ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 群 、 予 備 群 、 非 該 当 群 に 差 は な か っ た

が 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 群 ・ 予 備 群 で は 非 該 当 群

と 比 較 し て 糖 質 摂 取 比 率 が 高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の

結 果 は 、研 究（ ２ ）と ほ ぼ 一 致 し て い た 。近 年 、肥 満 や 糖 尿 病

患 者 に 対 し て 低 炭 水 化 物 食 の 有 用 性 が 報 告 さ れ て い る 。 メ タ

ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に 対 し て 、総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 の 制 限 、

糖 質 制 限 、 脂 質 摂 取 量 の 制 限 の い ず れ が 有 用 か に つ い て は 、
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今 後 の 更 な る 研 究 が 必 要 と な る が 、 生 活 習 慣 病 の 発 症 に は 遺

伝 因 子 と 環 境 因 子 が 関 与 し て お り 、 単 純 な 食 事 因 子 の 解 析 で

は 限 界 が あ る と 考 え る 。  

研 究 4 で は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 肝 臓 に お け る 合

併 症 で あ る 非 ア ル コ ー ル 性 脂 肪 性 肝 疾 患（ N A F L D）に つ い て

検 討 し た 。 非 ア ル コ ー ル 性 脂 肪 性 肝 疾 患 の 発 症 に つ い て 5 年

の 経 過 観 察 し た と こ ろ 、N A F L D の 改 善 に は 糖 質 摂 取 量 の 減 少

が 関 与 す る こ と が 明 ら か と な っ た 。 内 臓 脂 肪 蓄 積 に よ っ て 起

こ り 得 る 状 態 は 全 て 糖 質 が 関 与 し て お り 、 糖 質 摂 取 量 の 減 少

が 状 態 改 善 に つ な が る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に 合 併 す る 糖 尿 病 、脂 質 異 常 症 、

高 血 圧 な ど は 発 症 後 直 ち に 治 療 が 開 始 さ れ る 場 合 が 多 く 、 そ

の 病 態 に つ い て は 、 治 療 薬 の 影 響 が 強 く な り 、 食 事 療 法 の 有

用 性 を 検 討 す る こ と が 難 し い 場 合 が 多 い 。 そ の 点 、 脂 肪 肝 は

直 ち に 治 療 が 開 始 さ れ る こ と は 少 な く 、 生 活 習 慣 の 改 善 の み

で 経 過 観 察 さ れ る こ と が 多 い 。 わ れ わ れ は こ れ ま で も メ タ ボ

リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の い ろ い ろ な 病 態 に つ い て 、 経 年 的 変 化

に つ い て 検 討 し て き た が 、 今 回 の 脂 肪 肝 の 検 討 の よ う に 、 栄

養 摂 取 状 況 の 改 善 が 、 病 態 の 改 善 に 直 接 関 与 し て い る と い う

エ ビ デ ン ス を 導 き 出 す こ と が で き て い な い 。 今 後 、 解 析 方 法

に つ い て さ ら に 検 討 し 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 発 症 、

進 展 、 改 善 、 予 防 に つ な が る 栄 養 学 的 エ ビ デ ン ス の 確 立 に 努

め て い き た い 。  
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